
平成30年 第３回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第２日）

平成30年３月２日（金曜日）

議事日程（第２号）

平成30年３月２日 午前９時開議

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 議事日程の宣告

日程第３ 議案第19号 平成30年度南部町一般会計予算

日程第４ 議案第20号 平成30年度南部町国民健康保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第21号 平成30年度南部町後期高齢者医療特別会計予算

日程第６ 議案第22号 平成30年度南部町墓苑事業特別会計予算

日程第７ 議案第23号 平成30年度南部町住宅資金貸付事業特別会計予算

日程第８ 議案第24号 平成30年度南部町農業集落排水事業特別会計予算

日程第９ 議案第25号 平成30年度南部町浄化槽整備事業特別会計予算

日程第10 議案第26号 平成30年度南部町公共下水道事業特別会計予算

日程第11 議案第27号 平成30年度南部町太陽光発電事業特別会計予算

日程第12 議案第28号 平成30年度南部町水道事業会計予算

日程第13 議案第29号 平成30年度南部町病院事業会計予算

日程第14 議案第30号 平成30年度南部町在宅生活支援事業会計予算

日程第15 議案第31号 公の施設の指定管理者の指定について（特産センター野の花）

日程第16 議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（めぐみの里）

日程第17 議案第33号 鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する協議について

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 議事日程の宣告

日程第３ 議案第19号 平成30年度南部町一般会計予算

日程第４ 議案第20号 平成30年度南部町国民健康保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第21号 平成30年度南部町後期高齢者医療特別会計予算
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日程第６ 議案第22号 平成30年度南部町墓苑事業特別会計予算

日程第７ 議案第23号 平成30年度南部町住宅資金貸付事業特別会計予算

日程第８ 議案第24号 平成30年度南部町農業集落排水事業特別会計予算

日程第９ 議案第25号 平成30年度南部町浄化槽整備事業特別会計予算

日程第10 議案第26号 平成30年度南部町公共下水道事業特別会計予算

日程第11 議案第27号 平成30年度南部町太陽光発電事業特別会計予算

日程第12 議案第28号 平成30年度南部町水道事業会計予算

日程第13 議案第29号 平成30年度南部町病院事業会計予算

日程第14 議案第30号 平成30年度南部町在宅生活支援事業会計予算

日程第15 議案第31号 公の施設の指定管理者の指定について（特産センター野の花）

日程第16 議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（めぐみの里）

日程第17 議案第33号 鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する協議について

出席議員（14名）

１番 加 藤 学君 ２番 荊 尾 芳 之君

３番 滝 山 克 己君 ４番 長 束 博 信君

５番 白 川 立 真君 ６番 三 鴨 義 文君

７番 仲 田 司 朗君 ８番 板 井 隆君

９番 景 山 浩君 10番 細 田 元 教君

11番 井 田 章 雄君 12番 亀 尾 共 三君

13番 真 壁 容 子君 14番 秦 伊知郎君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 岩 田 典 弘君 書記 田 村 誠君

書記 小 林 公 葉君

書記 田 中 優 美君
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書記 中 前 元 希君

説明のため出席した者の職氏名

町長 陶 山 清 孝君 副町長 松 田 繁君

教育長 永 江 多輝夫君 総務課長 唯 清 視君

総務課課長補佐 藤 原 宰君 企画監 中 田 達 彦君

企画政策課長 大 塚 壮君 防災監 種 茂 美君

税務課長 伊 藤 真君 町民生活課長 山 根 修 子君

子育て支援課長 仲 田 磨理子君 教育次長 板 持 照 明君

総務・学校教育課長 見 世 直 樹君 病院事務部長 中 前 三紀夫君

健康福祉課長 糸 田 由 起君 福祉事務所長 岡 田 光 政君

建設課長 田 子 勝 利君 産業課長 芝 田 卓 巳君

監査委員 仲 田 和 男君

午前９時００分開議

○議長（秦 伊知郎君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、延会としていました会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

８番、板井隆君、９番、景山浩君。

・ ・

日程第２ 議事日程の宣告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・

日程第３ 議案第１９号 から 日程第１７ 議案第３３号

○議長（秦 伊知郎君） １日の会議に引き続き、町長より提案理由の説明を求めます。

この際、日程第３、議案第１９号、平成３０年度南部町一般会計予算から、日程第１７、議案
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第３３号、鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する協議についてまでを一括で説明を

受けたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、日程第３、議案第１９号から日程第１

７、議案第３３号までを一括して説明を受けます。

町長から提案理由の説明を求めます。

総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。お手元の一般会計予算書と当初予算説明資料で御説

明したいと思います。よろしくお願いします。



議案第１９号

平成３０年度南部町一般会計予算

平成３０年度南部町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６，９６８，０００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限

度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１，０

００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算

額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎
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７ページをお開きください。第２表、地方債です。以下のように見込んでおります。合計１３

予定しておりまして、合計額を４億９，５１０万円としております。

これより後は、当初予算説明資料のほうで御説明いたしたいと思います。

おはぐりいただきまして、１ページをごらんください。予算規模の比較をしております。まず、

一般会計で見ますと、平成２９年度と平成３０年比較しますと、２９年度が６８億９，２００万、

３０年度が６９億６，８００万としておりまして、対前年比としましては１．１％のアップとし

ております。施政方針で申し上げましたように、厳しい財政状況でありますが、町の生活、文化

を磨き、町の活動を維持発展されるための施策を進めるための当初予算としております。

下の段に一般会計予算総額の推移を記載しております。平成３０年度が大体平成２６年と同じ

ような額としております。

次ページをお開きください。当初予算の分析をしております。まず、歳入関係です。特徴的な

ものとしましては、一番上の町税の欄、これが対前年比として３％アップとしております。

下の段ですが、歳入の増減の主なものを記載しております。まず、町税ですが、個人住民税が

１，３１９万１，０００円アップとしております。（「ちょっと待って。ごめん、総務課長、ち

ょっと待って。みんながこれわからないといけん」「この一番後ろ」「みんながわからんと」

「どっかあるけん、探してくる」「一番最後です。一番最後です。資料の一番最後です。資料が

どこにあるかわからない」と呼ぶ者あり）こちらの資料です。（「一番最後」「一番最後」と呼

ぶ者あり）

○議長（秦 伊知郎君） 一番最後だ。

○総務課長（唯 清視君） よろしいですか。（発言する者あり）

○議長（秦 伊知郎君） これの一番最後だね。（「一番最後だけど」と呼ぶ者あり）これの一番

最後。（発言する者あり）（「これの一番最後」「ややこしいんだ」と呼ぶ者あり）（発言する

者あり）

○総務課長（唯 清視君） よろしいでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） じゃあ、再開してください。

○総務課長（唯 清視君） 再開します。

増減の主なものを記載しております。２ページです。町税ですが、増要因としては個人住民税

が１，３１９万１，０００円アップ、固定資産税が１，４７３万６，０００円アップ。減要因と

しましては、町たばこ税が８２０万円減としております。
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国庫支出金につきましては、増要因としましては防災・安全交付金、これは橋梁とか長寿命化、

これは町道の点検等ですが、これが５，１９７万４，０００円アップとし、減要因としましては

社会資本総合整備交付金、これが道路関係ですが、減としております。

その下の町債ですが、増要因としましてはクリーンセンターの改良事業債、これ１億８，１５

０万円。減要因としましては、昨年整備しました小・中学校空調システム整備事業債、これが皆

減としております。

それから、右に行きまして、県支出金の増要因ですが、農地耕作条件改善事業費補助金、これ

が１，３３５万アップとしまして、減要因としましては地籍調査の関係が１，０１６万３，００

０円減としております。

次のページ、３ページをごらんください。まず、歳出の考え方なんですが、昨年考えました以

上に老朽化した施設が町内にあります。この老朽化した施設を放置ということは非常にまずいこ

とになりますので、これの修繕費についてを昨年同様、大体５，０００万程度つけております。

これは平成２８年度に比べて約２倍としております。

下に増減の主なものを記載しております。まず、総務費で、増要因としましては、ＪＯＣＡ連

携事業としまして、法勝寺高校跡地等を考えております。それから、サテライト拠点整備事業、

これは手間なんですが、拠点整備として３，７７７万８，０００円を考えております。それから、

コミュニティバス運行事業として、これは３０年の１０月からデマンドを考えております。それ

から、平成３１年度に県知事・県議が実施されますが、平成３０年度の末、いわゆる３１年の３

月から期日前投票が始まりますので、それを見込んでおります。減要因としましては、西部広域

行政管理組合の負担金が１，６６７万６，０００円減としております。これは主に皆生出張所が

完成したことによります。

その下の民生費ですが、増要因としましては国保特別会計繰出金、これが１，１０８万１，０

００円増ですし、自立支援介護給付事業として介護給付費の関係が１，５００万円ふえておりま

す。減要因としましては、介護保険対策事業、これは箕蚊屋の負担金なんですが、これは実績に

応じて減としております。公設民営保育園運営事業、これはさくら・つくしの関係なんですが、

３，００５万６，０００円減としています。

その下の衛生費なんですが、増要因としましては塵芥処理費、これはクリーンセンターの改修

関係ですが、１億８，７９６万６，０００円アップしておりますし、病院事業費として７，２４

９万４，０００円アップとしております。減要因としましては、水道統合事業出資金、これが皆

減としております。
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右に行きまして、農林水産業費です。増要因としましては、大きなものとしましては農地耕作

条件改善事業、これは用排水の関係なんですが、１，７８０万円アップとし、ため池減災防災対

策として１，４５５万円アップしております。減要因としましては、一番上の農業集落排水事業

特別会計繰出金、これが１，６３６万７，０００円減としておりますし、地籍調査の関係で１，

３２８万７，０００円減としております。

その下の土木費ですが、増要因としましては道路維持事業として１，１２９万２，０００円ア

ップしておりますし、公共下水道事業特別会計繰出金がアップしております。それから、減要因

としましては、一番上の残土処分場土地取得事業、これが皆減としております。

それから、教育費ですが、増要因の主なものとしましては学校管理費を８１８万５，０００円

アップしておりますし、減要因としましては小・中学校空調システムが完成しましたので、これ

を皆減としております。

次のページをおはぐりください。４ページです。基金の推移を記載しております。平成２８年、

２９年、３０年度と推移をごらんいただければと思います。

それから、下の地方債現在高に対する基金残高と算入交付税の推移を記載しております。平成

２３年度から地方債現在高と基金残高と算入交付税の額を比較した場合に、基金残高と算入交付

税の額がプラスとなっております。この傾向は３０年度についても同様としております。

では、予算書の９７ページをごらんください。こちらのほうに給与費明細の特別職を記載して

おります。職員数ですが、特別職の関係が昨年度に比較しまして１９名プラスとしております。

これは主に先ほど申しました県知事・県議の期日前投票が想定されますので、その関係が主にふ

やしております。

それから、次のページをごらんください。これは給与費明細の一般職を記載しております。去

年と比べまして、給与が５１８万７，０００円、職員手当が１，０４３万８，０００円ふやして

おります。これは新陳代謝等も含んでおります。

それから、その下に原因を分析しております。真ん中辺に採用、退職の状況と記載しておりま

すが、これは採用がトータルで１２名、退職が１３名としております。それから、農業集落排水

事業特別会計から１人ということにしております。

それから、次のページ、１００ページをごらんください。これが給料及び職員手当の状況と記

載しております。次ページについても同じように記載しております。

１０６ページをごらんください。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該

年度末における現在高の見込みに関する調書を記載しております。一番右の当該年度末現在高見
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込み額、これが平成３０年度を示しております。

以上で一般会計当初予算の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたしま

す。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、山根修子君。

○町民生活課長（山根 修子君） 町民生活課長でございます。では続きまして、国保会計のほう

の議案を読ませていただきます。



議案第２０号

平成３０年度南部町国民健康保険事業特別会計予算

平成３０年度南部町の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，３４７，０００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



それではまず、４ページ、５ページをお開きください。制度改正によりまして本年度から会計

の構成が変わりました。３０年度から会計の構成が変わります。歳入歳出ともに廃款となったも

のはそれぞれの表の最後に記載しております。歳入歳出ともに新年度からは県に移るものがあり

ます。精算の状況によっては、歳入となることもあり得るものにつきましては、本年度予算額が

ゼロとして残しております。また、新たに設置されたものにつきましては、前年度予算額がゼロ

となっております。それを踏まえまして歳出の詳細について説明させていただきたいと思います。

１１ページをごらんください。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管

理費でございます。本年度予算１，０６９万６，０００円で、前年と比べまして４２万円の減と

なっております。

続きまして、総務費の徴税費でございます。ごらんのように１２３万４，０００円組ませてい

ただいておりまして、前年と比較しまして４万４，０００円の減となっております。

１２ページをごらんください。保険給付費でございます。給付費につきましては、県が各市町

村の医療費や所得の水準をもとに市町村ごとに国保事業費納付金というものを算定し、国や県の
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負担金などを原資にして給付に必要な費用の全額を市町村に支払うことになりましたので、給付

費の財源の国県支出金の欄に同額を記載しておりますので、御承知ください。

そういたしますと、２款の保険給付費、１項療養諸費でございます。主なものは一般被保険者

療養給付費の８億３，９２０万１，０００円でございます。

療養諸費の合計といたしましては、８億６，５１５万１，０００円を組んでおります。前年に

比較いたしまして、１８６万４，０００円の増となっております。

続いて、２項の高額療養費でございます。１３ページの中ほどにございます総額をごらんくだ

さい。総額として１億１，８８１万３，０００円を組んでおりまして、前年度と比較しまして６

２万３，０００円の減となっております。

１つ飛ばさせていただきます。保険給付費の４項出産育児諸費でございます。出産育児一時金

といたしまして３３６万円を組んでおります。前年比較で８４万円の減となっております。

次ページをごらんください。３款国民健康保険事業費納付金、１項国民健康保険事業費納付金

でございます。こちらが制度改正により新しくなったものでございまして、県が算定したそれぞ

れの市町村ごとの事業費納付金を提示させていただいております。

１目医療給付費分として２億１，３５１万、２目後期高齢者支援金等分といたしまして７，０

８０万９，０００円、３目介護納付金分といたしまして１，９３１万５，０００円、合わせて３

億３６３万４，０００円を計上させていただいております。

次に、５款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金でございます。こちらは前年と同額を組ませ

ていただいておりますのが共同事業事務費のほうの拠出金でございます。事務費のほうはござい

ますけれども、前年にありました保険財政共同安定化事業拠出金、高額医療費拠出金はなくなり

ました。

次に、６款でございます。保健事業費でございます。特定健康診査等事業費でございます。８

０１万９，０００円を上げております。前年に比較いたしまして２万４，０００円の減でござい

ます。

次に、１６ページをごらんください。同じく保健事業費の健康施設管理費でございます。こち

らは１，１５４万９，０００円、昨年と比較いたしまして７３万７，０００円の増となっており

ます。こちらは健康管理事業人件費と健康管理センター管理費ということで上げさせております。

主なものは以上でございますが、１７ページの予備費の後でございますが、こちらは廃款とな

るものでございまして、最後までそのことが書いてございます。

１９ページからは給与費明細を書いてございます。特別職といたしまして６人分を計上してお
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ります。こちらは運営協議会の委員さんの報酬でございます。

２０ページは、職員の給与を上げております。２９年と同様に１人分を上げております。詳細

については次のページからをごらんください。

国民健康保険事業特別会計予算は以上でございます。よろしく御審議お願いいたします。

（「歳入は」と呼ぶ者あり）失礼いたしました、済みません、歳入をごらんください。歳入でご

ざいますが、６ページをごらんください。大変失礼いたしました。歳入のほうも国庫金など県の

ほうに入るようになりまして、町のほうに入らなくなったものはゼロ円ということで比較として

上げております。

まず、１款の国民健康保険税でございます。１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康

保険税でございますが、こちらは前年に比べまして２，７２２万１，０００円減の２億２，７９

１万６，０００円を計上しております。

２目の退職被保険者等国民健康保険税は、４９５万７，０００円を計上いたしました。前年に

比べまして７１１万３，０００円の減でございます。

次のページでございます。３款につきましては、予算を先ほど説明いたしましたとおり、県の

ほうへ移行しましたので、今年度予算からなくなりました。

次に、８ページをごらんください。５款県支出金、２項県補助金でございます。１目保険給付

費等交付金、こちらがこのたびの制度改正で新しく町に県から入ってくるようになった給付費の

全額というものでございまして、１０億１，５４０万を組んでおります。こちらの中身といたし

ましては、保険給付費等交付金。普通交付金が９億８，４０１万１，０００円、特別交付金が３，

１３８万９，０００円を上げております。財政調整交付金のほうは今年度からなくなっておりま

す。

次に、９ページの繰入金でございます。８款繰入金、一般会計繰入金でございます。９，７２

９万２，０００円を組んでおりまして、出産育児一時金繰入金、事務費繰入金、基盤安定繰入金、

財政安定支援事業繰入金、この４つを上げております。主なものは以上でございます。

１０款のほうには廃款となったものも上げておりますので、参考にごらんください。

以上で国民健康保険事業特別会計の予算を説明させていただきます。よろしく御審議お願いい

たします。

続きまして、後期高齢者医療特別会計のほうを説明させていただきたいと思います。



議案第２１号
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平成３０年度南部町後期高齢者医療特別会計予算

平成３０年度南部町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３９，１３０千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



それでは、７ページをお開きください。歳出について説明させていただきます。歳出でござい

ます。１款総務費でございますが、本年度９９万３，０００円を計上しておりまして、前年に比

較して５，０００円の減となっております。

次の２項徴収費でございます。１９４万１，０００円を計上しております。前年に比べて８４

万５，０００円の増となっております。

続きまして、２款分担金及び負担金、広域連合負担金でございます。こちらは１億３，０７８

万９，０００円でございます。昨年に比べまして、８３１万４，０００円の増となっております。

諸支出金でございます。３款の諸支出金は、昨年と同額となっております。

８ページでございます。保健事業費でございますが、健康診査費といたしまして５０６万２，

０００円を組んでおります。昨年に比べまして、１１万１，０００円の増となっております。

続いて、５ページをお開きください。歳入でございます。１款後期高齢者医療保険料でござい

ます。後期高齢者医療保険料は、８，３３４万６，０００円を計上させていただいております。

昨年と比べまして、５６万３，０００円の増となっております。

主なものでございますが、３款の国庫支出金でございます。本年度８３万１，０００円となっ

ております。こちらは軽減制度の見直しによりまして、システム改修を行う経費の全額を国から

補助を受けるというものでございますので、前年度はございませんでした。

次に、４款の繰入金でございますが、４，９８２万１，０００円を組んでおります。事務費繰

入金、基盤安定繰入金の２つでございます。

歳入の主なものは以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

続いて、墓苑事業特別会計に移りたいと思います。
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議案第２２号

平成３０年度南部町墓苑事業特別会計予算

平成３０年度南部町の墓苑事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，９００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



では、４ページをごらんください。歳出のほうから説明させていただきます。まず、１款総務

費、総務管理費でございます。１目の一般管理費として９０万７，０００円を組んでおります。

主に墓苑の管理委託料で７４万１，０００円となっております。

２款の諸支出金、１項償還金でございます。こちらは１８０万８，０００円を組んでおりまし

て、おおむね７基を想定しております。

次に、歳入でございますが、前のページをごらんください。１款使用料及び手数料、１項使用

料、１目墓地使用料でございます。こちらは２１９万１，０００円を組んでおります。

続いて、２項の手数料でございます。墓地手数料としまして、７０万９，０００円を組んでお

ります。歳入につきましては以上でございます。

以上で墓苑事業特別会計予算の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議お願いいたし

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長でございます。議案第２３号、平成３０年度南部町住宅資

金貸付事業特別会計予算について御説明いたします。１ページをお開きください。



議案第２３号

平成３０年度南部町住宅資金貸付事業特別会計予算

平成３０年度南部町の住宅資金貸付事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，４３０千円と定める。
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２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



そうしますと、歳出のほうから御説明いたしますので、５ページをお開きください。１款総務

費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。本年度は２３万６，０００円の事務費を計

上しております。

次に、２款公債費、１項公債費、１目元金でございます。本年度の償還元金は、８２万３，０

００円を計上しております。

次に、２目利子でございます。本年度の償還利子は、８万４，０００円を計上しております。

次に、歳入を説明いたします。４ページをお開きください。１款県支出金、１項県補助金、１

目助成事業費県補助金、本年度の予算額は１７万７，０００円を見込んでおります。事務費の４

分の３の補助でございます。

次に、３款諸収入、１項貸付金元利収入、１目住宅新築資金貸付金元利収入でございます。本

年度予算額は１００万１，０００円で、昨年度と同額を見込んでおります。

次に、２目住宅改修資金貸付金元利収入は、本年度５万円見込んでおります。

次に、３目宅地取得資金貸付金元利収入でございます。本年度は２０万１，０００円を見込ん

でおります。

次に、６ページをお開きください。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当

該年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。当該年度は８２万２，０００円の

元金償還を見込んでおり、当該年度末現在高見込み額は２５９万７，０００円となっております。

以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。議案第２４号、平成３０年度南部町農業集

落排水事業特別会計予算について御説明いたします。



議案第２４号

平成３０年度南部町農業集落排水事業特別会計予算

平成３０年度南部町の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。
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（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２４４，１９０千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第２表 地方債」に

よる。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



では、３ページをお開きください。下の段ですが、第２表、地方債でございます。起債の目的

といたしまして、資本費平準化債。限度額が６，２５０万円です。起債の方法、利率、償還の方

法は、記載のとおりでございます。

それでは、歳出から御説明いたします。７ページをお開きください。歳出でございます。１款

１項１目一般管理費でございます。本年度予算額は１，４２２万８，０００円、前年度と比較い

たしまして９３１万６，０００円の減額でございます。主に職員給与費１名分と消費税の納付額

を予定しております。

２目維持管理費、本年度予算額５，５９７万９，０００円、前年度に比較いたしまして１，６

２３万円の減額でございます。これは主に施設の維持管理費でございます。

８ページをお開きください。２款１項１目元金、これは起債償還の元金でございますが、本年

度予算額１億４，４９０万１，０００円、前年に比較いたしまして４４６万６，０００円の増額

となっております。

２款１項２目、起債償還の利子でございます。本年度２，９０７万１，０００円を予定してお

りまして、前年に比較いたしまして３６３万３，０００円の減額になっております。

次は、歳入を御説明いたしますので、５ページをお願いいたします。歳入でございます。１款

１項１目農林水産業費分担金です。本年度３万円、前年度と同額でございます。施設整備は終わ

っておりますので、新規に整備するところはございません。分担金の滞納繰り越し分を前年同額

で予定しております。

飛びまして、２款１項１目集落排水使用料でございます。今年度予算額が６，９９４万６，０
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００円、前年度に比較いたしまして３８万円の増額でございます。これは２９年度の決算見込み

額により予算の見込みを立てております。

次、６ページです。４款１項１目一般会計繰入金、本年度予算額１億１，１１７万４，０００

円、前年度と比較しまして１，６３６万７，０００円の減額でございます。

一番下ですが、７款町債でございます。７款１項１目下水道債でございます。本年度予算額は

６，２５０万円、前年度に比較しまして２００万円の減額でございます。

続きまして、９ページをお開きください。９ページから１２ページまでは給与費明細書を載せ

ております。前年度は２名分でしたが、本年度は１名分を計上しております。

では、次に１３ページをお願いいたします。債務負担行為で翌年度以降にわたるものについて

の前年度末までの支出額または支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書で

ございます。事項といたしましては、農業集落排水施設維持管理業務委託です。これは農業集落

排水の施設が、処理場が５カ所ございますが、５カ所の維持管理費を３年間の継続委託をしてい

るものでございます。限度額としては、５，４１０万８，０００円。前年度末までの支出額の見

込み、２９年度末の見込みですが、３，６０７万２，０００円。当該年度以降の支出予定額、３

０年度ですけども、１，８０３万６，０００円でございます。

その下ですが、地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現

在高の見込みに関する調書でございます。区分といたしまして、１の農業集落排水事業債と２の

資本費平準化債を合わせまして、当該年度増減見込み額の当年度中の起債見込み額が６，２５０

万円、当年度の償還元金見込み額が１億４，４９０万円、３０年度末の現在高見込み額といたし

まして１３億８，３２０万６，０００円となっております。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第２５号でございます。



議案第２５号

平成３０年度南部町浄化槽整備事業特別会計予算

平成３０年度南部町の浄化槽整備事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６３，２００千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）

－１５－



第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第２表 地方債」に

よる。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



では、３ページをお開きください。下の段です。第２表、地方債。起債の目的といたしまして、

浄化槽整備事業。限度額は３８０万円。起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりでござ

います。

続きまして、歳出から御説明いたします。７ページをお願いいたします。歳出でございます。

１款１項１目一般管理費、本年度予算額３，７３０万３，０００円、前年度と比較しまして２３

３万７，０００円の増額です。これは主に浄化槽の維持管理費の費用でございまして、年々修繕

費のほうがふえてきております。

１款２項１目浄化槽建設費、本年度予算額が９９４万２，０００円、前年度と比較いたしまし

て３７０万円の増額となっております。３０年度は８基の見込みで予算を立てております。

１款３項１目小規模集合施設管理費、本年度予算額８０万２，０００円、前年度と比較いたし

まして４万９，０００円の増額でございます。これは城山住宅と馬場住宅の町営住宅の浄化槽を

管理する費目でございます。増額は、委託料の増額でございます。

次、８ページをお願いいたします。２款１項１目、償還元金でございます。本年度予算額は１，

１１０万８，０００円、前年度と比較いたしまして６３万円の増額です。

２目利子、本年度予算額が４０３万９，０００円、前年度と比較いたしまして１８万５，００

０円の減額でございます。

戻っていただきまして、５ページをお願いいたします。歳入でございます。１款１項１目浄化

槽分担金、本年度予算額２４２万６，０００円、前年度と比較いたしまして８６万７，０００円

の増額でございます。これは建設予定基数を昨年度当初の５基から８基に変更したための増額で

ございます。

２款１項１目浄化槽使用料です。本年度予算額２，００４万１，０００円、前年度と比較いた

しまして９万円の増額でございます。２９年度の決算見込みにより収入予算を立てております。

次の６ページをお願いいたします。４款１項１目一般会計繰入金、本年度予算額３，４２４万

－１６－



５，０００円、前年度と比較いたしまして３０８万４，０００円の増額としております。

２つほど飛びまして、７款１項１目衛生費です。本年度予算額３８０万円、前年度と比較いた

しまして１５０万円の増額でございます。これは設置基数の増によるものでございます。

次に、８ページをお開きください。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当

該年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。浄化槽整備事業債です。当該年度

増減見込み額といたしまして、起債の見込み額が３８０万円、償還元金見込み額が１，１１０万

７，０００円、３０年度の年度末現在高見込み額といたしまして２億２８３万６，０００円でご

ざいます。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第２６号について御説明いたします。



議案第２６号

平成３０年度南部町公共下水道事業特別会計予算

平成３０年度南部町の公共下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２０７，０４０千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第２表 地方債」に

よる。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



では、３ページをお開きください。下の段です。第２表、地方債。起債の目的といたしまして

は、資本費平準化債でございます。限度額２，６７０万円。起債の方法、利率、償還の方法は、

記載のとおりでございます。

それでは、歳出から御説明いたします。７ページをお願いいたします。歳出でございます。１

款１項１目一般管理費、本年度予算額１，３６０万６，０００円、前年度と比較いたしまして１

－１７－



５万４，０００円の増額でございます。これは主に人件費と納付いたします消費税でございます。

２目維持管理費、本年度予算額６，０２４万８，０００円、前年度と比較いたしまして３，０

５３万９，０００円の増です。これは処理場の維持管理費が主な費用でございますが、東西町浄

化センターのストックマネジメント計画の策定業務の委託料が増となるものです。

３目汚泥処理費、本年度予算額２，８５８万７，０００円、前年度と比較いたしまして２３１

万２，０００円の減額でございます。これは福成にございますコンポスト施設の維持管理費でご

ざいます。大山町と日吉津村、南部町で経営をしております。

次に、８ページをお願いいたします。２款１項１目、償還元金でございます。本年度予算額８，

３７２万７，０００円、前年度と比較いたしまして６４９万２，０００円の減額でございます。

２目利子、償還利子でございます。本年度予算額２，０８５万６，０００円、前年度と比較い

たしまして１６７万２，０００円の減額でございます。

戻っていただきまして、５ページをお願いいたします。歳入でございます。１款１項１目下水

道分担金です。もう施設整備は完了しておりますので、下水道分担金の滞納分の予算、歳入見込

みでございます。本年度予算額１４万３，０００円、前年度と比較しまして２１万７，０００円

の減額を見込んでおります。

１款２項１目下水道負担金、本年度予算額１，７２３万４，０００円、前年度と比較いたしま

して１０７万６，０００円の減額となっております。これは汚泥処理施設維持管理負担金でござ

いまして、コンポスト施設の日吉津村、大山町からの負担金の歳入を見込んでおります。

２款１項１目下水道使用料でございます。本年度予算額６，１７３万９，０００円、前年度と

比較いたしまして１０万９，０００円の減額を見込んでおります。これは２９年度の決算見込み

額により予算額を見込んだものでございます。

１つ飛びまして、３款１項１目下水道費国庫補助金、本年度予算額１，２６４万円。これはス

トックマネジメント計画の策定についての国庫補助金です。

次に、６ページをお願いいたします。４款１項１目一般会計繰入金、本年度予算額８，７９２

万３，０００円、前年度と比較いたしまして１，０８４万４，０００円の増額でございます。

２つ飛びまして、７款１項１目下水道債、本年度予算額２，６７０万円、前年と比較いたしま

して１８０万円の減額でございます。

次に、９ページをお願いいたします。９ページから１２ページまでは給与費明細書を載せてお

ります。職員１名分でございます。

１３ページをお願いいたします。債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末
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までの支出額または支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書でございます。

事項といたしましては、公共下水道処理施設維持管理業務委託。これは処理場２カ所ございます

ので、その維持管理費を３年継続で委託しているものでございます。限度額２，７２１万６，０

００円。前年度末までの支出額の見込みですが、１，８１４万４，０００円。当該年度以降の支

出予定額として３０年度ですが、９０７万２，０００円でございます。

その下でございます。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末にお

ける現在高の見込みに関する調書でございます。１の特定環境保全公共下水道債、２の資本費平

準化債を合計いたしまして、３０年度の増減見込み額として、３０年度中の起債見込み額が２，

６７０万、３０年度中の償還元金の見込み額が８，３７２万７，０００円、３０年度末の現在高

見込み額といたしまして１２億１，３８６万８，０００円としております。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。そうしますと、平成３０年度の南部町太陽

光発電事業の特別会計を御説明申し上げます。



議案第２７号

平成３０年度南部町太陽光発電事業特別会計予算

平成３０年度南部町の太陽光発電事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９８，４２０千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成３０年３月 １日 提出 南 部 町 長 陶 山 清 孝

平成３０年３月 日 決 南部町議会議長 秦 伊 知 郎



そうしますと、歳出のほうから御説明いたします。５ページをごらんください。１款１項１目

の維持管理費でございます。本年度予算額２，４１２万４，０００円、前年度比較９２万４，０

００円の増となります。主なものは住民公募債の事務手数料と基金への積立金の増によるもので

ございます。

２款環境費、１項環境対策費、１目の環境対策費でございます。これにつきましては本年度予

－１９－



算額４，２７３万円、前年度比較が４，０８８万４，０００円の増となります。これにつきまし

ては太陽光発電基金の一部４，０００万を切り崩しまして、一旦本会計で受け、一般会計へ繰り

出すための増でございます。

３款１項１目元金でございます。元金につきましては、本年度予算額１億２，７４８万６，０

００円、前年度比較９，９１６万４，０００円の増でございます。これにつきましては住民公募

債の１億円の償還金、それと電気事業債の償還の元金ということになります。

続きまして、２目利子でございます。本年度予算額３１８万２，０００円、前年度比較１６万

４，０００円の減です。これは電気事業債の償還による利子の減ということになります。

続きまして、歳入のほう、４ページをごらんください。主なものを御説明いたします。２款繰

入金、１項繰入金、１目基金繰入金でございます。本年度予算額１億４，０００万円、前年度比

較１億４，０００万円の増ということになります。これにつきましては太陽光発電基金から住民

公募債の１億円、それから同じく基金のほうから４，０００万円の繰り入れを予定しているもの

でございます。

続きまして、諸収入でございます。諸収入につきましては、売電収入を予定しております。本

年度予算額５，８３１万９，０００円、前年度と同額を上げております。全て売電収入というこ

とになります。

続きまして、６ページをごらんいただきます。地方債の前々年度末における現在高並びに前年

度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。これにつきましては、

区分は太陽光発電の事業債でございます。今年度中の起債見込みはございません。当該年度中、

３０年度中の償還元金の見込み額は１億２，７４８万５，０００円、３０年度末の現在高の見込

み額は３億４，２９９万４，０００円と予定しております。

以上、御審議よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。議案第２８号、平成３０年度南部町水道事

業会計予算について御説明いたします。

議案第２８号、平成３０年度南部町水道事業会計予算。

総則。第１条、平成３０年度南部町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

業務の予定量。第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。（１）給水戸数４，０２７件。

（２）年間総給水量１１５万１５４立方メートル。（３）一日平均給水量３，１５１立方メート

ル。（４）主な建設改良工事。計器整備。これは水位計とか流量計の機器更新を予定しています。

－２０－



落合浄水場資材倉庫整備、東西町送水管布設がえ工事、南部町水道老朽管更新事業測量設計業務、

これは円山地内で予定しているところです。

収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収入。第１款水道事業収益１億９，２７２万８，０００円、第１項営業収益１億５，５６３万

４，０００円、第２項営業外収益３，４５７万１，０００円、第３項特別利益２５２万３，００

０円。

支出。第１款水道事業費用２億４，３９１万円、第１項営業費用１億８，３２２万７，０００

円。

次のページ、２ページをお願いいたします。第２項営業外費用２，５８２万９，０００円、第

３項特別損失３，４８４万９，０００円、第４項予備費５，０００円。

資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収入。第１款資本的収入２，７８２万３，０００円、第１項企業債１，１６０万円、第２項出

資金１億５，０３７万円、第３項工事負担金８５万３，０００円。

支出。第１款資本的支出１億２，０９２万９，０００円、第１項建設改良費２，０４５万４，

０００円、第２項企業債償還金１億４７万５，０００円。

企業債。第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定

める。

起債の目的、計器の整備等。限度額１，１６０万円。起債の方法、利率、償還の方法は、記載

のとおりでございます。

続きまして、３ページです。一時借り入れ。第６条、一時借入金の限度額は、１，９５９万２，

０００円と定める。

予定支出の各項の経費の金額の流用。第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することが

できる場合は、次のとおりと定める。（１）収益的支出における各項間の流用。資本的支出にお

ける各項間の流用。

議会の議決を経なければ流用することのできない経費。第８条、次に掲げる経費については、

その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に

流用する場合は、議会の議決を経なければならない。（１）職員給与費４４７万２，０００円。

他会計からの補助金。第９条、営業助成並びに施設に対する補助金として他会計からこの会計

へ補助を受ける金額は、２，１０１万１，０００円である。

棚卸資産購入限度額。第１０条、棚卸資産の購入限度額は、２００万円と定める。
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それでは、９ページをお開きください。平成３０年度の予定キャッシュ・フロー計算書でござ

います。一番下の段でございますが、平成３０年度末の資金期末残高といたしましては６，６２

９万４，０００円を予定しております。

次に、１０ページをお願いいたします。１０ページから１７ページまでは給与費明細書を載せ

ております。昨年と同様、職員１名分を計上しております。

次に、１８ページをお願いいたします。平成３０年度南部町水道事業会計予定貸借対照表でご

ざいます。資産の部でございます。１の固定資産、次の１９ページ、２の流動資産を合わせまし

て、１９ページの中ほど、少し上になりますけども、資産の合計額といたしましては２４億８，

１０３万６，８０６円でございます。

続きまして、負債の部です。３の固定負債、４の流動負債、次、２０ページになりますが、５

の繰り延べ収益を合計いたしまして、２０ページの中ほどでございます。負債合計といたしまし

て１７億４，１０１万２２８円。

続きまして、資本の部です。６、資本金、７、剰余金、２１ページの真ん中あたりですけども、

資本の合計といたしまして７億４，００２万６，５７８円。

その下の段ですが、負債と資本の合計額が２４億８，１０３万６，８０６円の予定となってお

ります。

次に、３１ページをお開きください。予算の明細書を載せておりますので、御説明いたします。

平成３０年度南部町水道事業会計予算明細書。収益的収入及び支出の収入についてでございます。

１款１項１目給水収益、本年度予定額１億５，３８８万９，０００円、前年度と比較いたしまし

て３９万９，０００円の増額としております。

３目受託工事収益、本年度予定額６６万１，０００円、前年度と比較して２３３万９，０００

円の減額となります。これは県の道路改良工事によります水道管移転補償工事を予定しておりま

して、原と能竹でございます。

２項営業外収益、３目他会計補助金、本年度予定額２１１万８，０００円、前年度と比較とい

たしまして２万８，０００円の減額となっています。これは統合前の簡易水道の起債償還に対す

る一般会計からの繰入金額でございます。

次に、３２ページをお開きください。支出でございます。１款１項１目原水及び浄水費、本年

度予定額３，９５５万８，０００円、前年度と比較いたしまして７８２万５，０００円の増額で

ございます。これは主に水源とか浄水場に係る費用でございまして、落合浄水場の修繕料が大き

な増額となります。
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２目配水及び給水費、本年度予定額１，４６９万２，０００円、前年度比較といたしましては

７９万７，０００円の減額となっております。これは配水設備に係る費用でございます。

３目受託工事費、本年度予定額３７３万９，０００円、前年度と比較いたしまして４２６万１，

０００円減額でございます。歳入で説明しました県の道路改良に伴う移設工事でございます。

４目総係費、本年度予定額１，４８３万５，０００円、前年度と比較いたしまして２６０万６，

０００円の減額でございます。

次に、３４ページをお願いいたします。２項営業外費用、１目支払い利息及び企業債取り扱い

諸費、これは起債の利子償還でございます。本年度予定額２，０９６万円、前年度と比較いたし

まして２１８万３，０００円の減額でございます。

３項特別損失、２目その他特別損失。本年度は、施設更新の基本計画の策定など委託業務を予

定しておりまして、３，４８４万９，０００円を増額とするものでございます。

次のページ、３５ページをお願いいたします。資本的収入及び支出でございます。収入でござ

います。１款１項１目企業債、本年度予定額といたしまして１，１６０万円、比較といたしまし

ては４４０万円の増額となっております。これは計器整備に係る起債の借り入れでございます。

２項出資金、２目他会計補助金、本年度予定額１，５３７万円、前年度と比較いたしまして６

８万８，０００円の増額となっております。これは簡易水道の企業債元金償還に係る一般会計か

らの繰入金でございます。

４目他会計出資金。この出資金は、料金統一に伴う一般会計からの出資金でございますが、本

年度はございません。

次に、３６ページをお願いいたします。支出でございます。１款１項１目上水道拡張工事、本

年度予定額１，８５７万円、前年度と比較いたしまして４３１万２，０００円の減額でございま

す。主に東西町送水管布設がえの工事費と円山地区での老朽管更新の設計委託を予定しておりま

す。

２項企業債償還金、１目企業債償還金、本年度予定額１億４７万５，０００円、前年度比較７

７万５，０００円の減額でございます。これは起債の償還元金でございます。

次の３７ページをお願いいたします。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び

当該年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。上水道企業債、簡易水道企業債、

合計いたしまして３０年度の増減見込み額としては、起債の見込み額が１，１６０万円、当該年

度の償還元金見込み額が１億５１万４，０００円、３０年度末の現在高見込み額が９億４，９８

９万１，０００円としております。

－２３－



以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとりたいと思います。再開は１０時半にいたしますので、

よろしくお願いいたします。

午前１０時１６分休憩

午前１０時３０分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

休憩前に引き続き、提案理由の説明を求めます。

病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 西伯病院事務部長でございます。議案第２９号につきまして御

説明申し上げます。

議案第２９号、平成３０年度南部町病院事業会計予算。

総則。第１条、平成３０年度南部町の病院事業会計予算は、次に定めるところによる。

業務の予定量。第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。（１）病院病床数１９８床（一

般４９床、療養５０床（うち介護療養病床２０床）、精神９９床）でございます。（２）年間延

べ患者数、入院６万３，４７２人（うち介護療養病床分６，１０２人、課業日数は３６５日）で

ございます。外来５万９，２２２人（実診療実日数は２４４日）でございます。（３）一日平均

患者数、入院１７３人、外来２４２人としております。

収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第１款病院事業収益２４億４，９４０万円。内訳は、第１項医業収益１９億７，６１７万５，

０００円、第２項医業外収益４億７，３２２万５，０００円。

支出でございます。第１款病院事業費用２４億４，９４０万円。内訳は、第１項医業費用２３

億７，６０５万６，０００円、第２項医業外費用７，３３４万４，０００円でございます。

２ページをごらんください。資本的収入及び支出でございます。第４条、資本的収入及び支出

の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億８，

０８１万７，０００円は過年度分損益勘定留保資金をもって補填するものとする。）

収入でございます。第１款資本的収入６，５２９万４，０００円。内訳でございますが、第１

項補助金３，４７９万４，０００円、第２項企業債３，０５０万円でございます。

支出ですが、第１款資本的支出２億４，６１１万１，０００円。内訳ですが、第１項建設改良

費３，３１５万５，０００円、第２項企業債償還金２億１，０３１万６，０００円、第３項貸付
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金２６４万円でございます。

次に、企業債でございます。第５条、起債の目的、限度額、利率及び償還の方法は次のとおり

と定める。

起債の目的は、医療機器等の整備でございます。３０年度は、調剤・服薬支援システムの更新

を予定をしております。限度額、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載をしてお

りますとおりでございます。

次に、一時借入金でございます。第６条、一時借入金の限度額は、５億円と定めるものでござ

います。

続きまして、予定支出の各項の経費の金額の流用でございます。第７条、予定支出の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。医業費用と医業外費用でござい

ます。

続きまして、３ページです。議会の議決を経なければ流用できない経費でございます。第８条、

次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外

の経費をその金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。給与費１５億２，４０

３万５，０００円、交際費９０万円でございます。

次に、棚卸資産の購入限度額。第９条、棚卸資産の購入限度額は、１億円と定めるものでござ

います。

次に、重要な資産の取得でございます。第１０条、重要な資産の取得は、次のとおりとする。

１、取得する資産。種類は医療機器等で、調剤・服薬支援システム一式でございます。

次に、７ページをごらんください。平成３０年度南部町病院事業会計予定キャッシュ・フロー

計算書でございます。業務活動によるキャッシュフローは１億３，４０７万５，０００円、投資

活動によるキャッシュフローは１，５４３万９，０００円、財務活動によるキャッシュフローは

マイナスの１億７，９８１万６，０００円でございまして、資金期末残高は１，０７８万８，０

００円になる見込みでございます。

次に、予算書の１７ページをお願いします。平成３０年度南部町病院事業会計の当初予算見積

書をつけておりますので、ごらんをください。予算について少し詳細に説明申し上げます。収益

的収入及び支出でございますが、収入につきまして、１款病院事業収益、１項医業収益でござい

ますが、本年度予算額１９億７，６１７万５，０００円を計上をしております。前年度比較２，

０６０万３，０００円の減額でございます。内訳としましては、１目入院収益が予算額１３億４，

２０６万９，０００円、前年度比較７１２万８，０００円の減額。２目外来収益は、予算額４億
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７，０７３万７，０００円で、前年度比較６２９万９，０００円の減額。３目その他医業収益は、

予算額１億６，３３６万９，０００円で、前年度比較７１７万６，０００円の減額としてござい

ます。前年度の実績見込みによりまして計上をしております。

次に、１８ページでございますが、２項医業外収益でございます。本年度は４億７，３２２万

５，０００円で、前年度比較２，６３７万２，０００円の増額としております。

次に、病院事業費用につきまして、１９ページをごらんください。１款病院事業費用、１項医

業費用でございますが、本年度は２３億７，６０５万６，０００円で、前年度比較９００万５，

０００円の増額としております。内訳でございますが、１目給与費１５億２，４０３万５，００

０円で、前年度と比較し９３万２，０００円の増額でございます。

次に、２目材料費でございますが、２２ページをごらんください。２目材料費は、予算額２億

３，４９２万５，０００円で、前年度比較９３１万９，０００円減額となっております。

次に、３目経費でございますが、予算額４億２，４９１万１，０００円で、前年度比較１，５

４９万８，０００円の増額としております。光熱水費、燃料費及び修繕費が増加をしております。

次に、２項医業外費用につきましては、２５ページ下段をごらんください。本年度の予算額は、

７，３３４万４，０００円でございます。前年度比較３２３万６，０００円の減額になっており

ます。

次に、２６ページ、資本的収入及び支出でございます。収入につきましては、１款資本的収入

は、１項補助金３，４７９万４，０００円、２項企業債３，０５０万円を計上し、合わせまして

予算額６，５２９万４，０００円でございます。前年度比較４，２２８万７，０００円の減額と

してございます。予算書の２ページで御説明申し上げましたが、調剤・服薬支援システム更新に

つきまして企業債を利用することとしてございます。

次に、支出でございますが、１款資本的支出は、１項建設改良費３，４０８万９，０００円で、

前年度比較４，０９６万９，０００円の減額でございます。

また、第２項企業債償還金は、予算額２億９３８万２，０００円で、前年度比較２，８２９万

１，０００円の減額としております。

３項貸付金につきましては、これは看護師育成奨学金でございまして、現在貸し付け中の２名

分と本年度新規２名分を合わせまして２６４万円の予算額としております。

続きまして、予算書の１２ページにお戻りをいただきたいというふうに思います。平成３０年

度南部町病院事業会計の予定貸借対照表でございます。資産の部ですが、固定資産は３２億３，

１５７万４，０００円でございます。流動資産は、３億６，８７１万２，０００円でございます
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ので、資産の合計は３６億２８万６，０００円でございます。

次に、１３ページの負債の部でございますが、固定負債の合計は２８億７，０７８万３，００

０円、流動負債３億５，４０４万６，０００円でございます。繰り延べ収益を２億８，３７９万

７，０００円を合わせまして、負債合計は３５億８６２万６，０００円でございます。

次に、資本の部でございますが、資本金は７億８，８８６万１，０００円。剰余金は、資本剰

余金、利益剰余金を合わせましてマイナスの６億９，７２０万１，０００円でございますので、

資本合計は９，１６６万円でございます。したがいまして、負債資本合計は３６億２８万６，０

００円となっております。

次、２７ページでございます。給与費の明細でございますが、退職等によりまして職員数が２

名減となっております。給与費の増減内訳につきましては、下段、内訳明細のとおりでございま

す。

最後に、３１ページをごらんください。企業債の前々年度末における現在高並びに前年度末及

び当該年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。区分１、公営企業債。（１）

病院事業債。前年度末現在高３２億３，４８４万４，０００円、当該年度中の起債見込みは３，

０５０万円でございますので、当該年度中償還元金見込み額につきましては２億９３８万２，０

００円となります。当該年度の末の現在高見込み額につきましては、３０億５，５９６万２，０

００円でございます。

以上で南部町の病院事業会計予算の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願い申し上

げます。

続きまして、議案第３０号の御説明を申し上げます。

議案第３０号、平成３０年度南部町在宅生活支援事業会計予算。

総則。第１条、平成３０年度南部町の在宅生活支援事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。

業務の予定量。第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。訪問看護事業、介護保険対象者

１，５３４回、医療保険対象者２，７９８回。

収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収入。第１款在宅生活支援事業収益４，４０６万円。内訳は、訪問看護収益が４，４００万９，

０００円、その他収益が５万１，０００円でございます。

支出でございますが、第１款在宅生活支援事業費用は４，４０６万円で、内訳は訪問看護費用

でございます。
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２ページをごらんください。一時借入金。第４条、一時借入金の限度額は、２００万円と定め

る。

議会の議決を経なければ流用できない経費。第５条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。給与費でございます。４，０６１万９，０００円。

棚卸資産の購入限度額。第６条、棚卸資産の購入限度額は、２９万円と定める。

次に、５ページでございますが、平成３０年度の在宅生活支援事業会計予定キャッシュ・フロ

ー計算書でございます。下段に記載のとおり平成３０年度資金期末残高は、１，７１１万４，０

００円になる見込みとしております。

次に、１２ページをお願いをします。平成２９年度南部町在宅生活支援事業予定損益計算書で

ございます。２９年度の予定純利益は２１７万円、２９年度未処分利益剰余金の予定は１，８２

０万４，０００円でございます。

続きまして、１３ページをごらんください。平成３０年度南部町在宅生活支援事業会計当初予

算見積書でございます。収益的収入及び支出でございますが、収入から御説明します。１款の在

宅生活支援事業収益でございますが、１項訪問看護収益、本年度予算額が４，４００万９，００

０円で、前年対比７８８万円の増額となっております。今年度は、看護師を１名増員をいたしま

したので、訪問回数の増加を見込んでおります。

２項その他収益は５万１，０００円で、前年度比４，０００円の減額としております。

次に、１４ページですが、支出の内訳でございます。１款在宅生活支援事業費用、１項訪問看

護費用でございますが、１目給与費は予算額４，０６１万９，０００円、前年比較で１，０５７

万５，０００円の増額となっております。これは先ほど申し上げましたが、看護師を１名増員し

た増額等を主な要因としております。

２目材料費につきましては、予算額１９万５，０００円で、前年度比較５万円の減額。

３目経費につきましては、予算額３２４万６，０００円で、前年度比７０万９，０００円の減

額となっております。

なお、給与費明細につきましては、１５ページ以降にお示しをしてございますので、ごらんを

いただければというふうに思います。

以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。議案第３１号でございます。議案書の３３ペー
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ジからでございますので、ごらんいただきたいと思います。

この議案第３１号と議案第３２号は、公の施設の指定管理者の指定についての議案でございま

すが、１月２９日に指定管理候補者選定委員会を開催をして審査をいただき、このたび議案とし

て上程をさせていただくものでございます。

それでは、議案第３１号、公の施設の指定管理者の指定について。

次のとおり公の施設の指定管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

公の施設の名称は、南部町地域物産販売施設特産センター野の花。指定管理者となる団体は、

公益社団法人青年海外協力協会。指定の期間は、平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日

まででございます。

続きまして、議案第３２号でございます。公の施設の指定管理者の指定について。

次のとおり公の施設の指定管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

公の施設の名称は、南部町地域農産物加工施設めぐみの里。指定管理者となる団体は、公益社

団法人青年海外協力協会。指定の期間は、平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日までで

ございます。よろしく御審議をお願いいたします。

続きまして、議案第３３号でございます。鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する

協議について。

次のとおり鳥取県行政不服審査会共同設置規約の一部を変更することに関し協議をすることに

ついて、地方自治法第２５２条の７第３項において準用する同法第２５２条の２の２第３項の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。

鳥取県行政不服審査会は、行政不服審査法に基づき公正性の向上を図るため、第三者の立場か

ら審査庁の裁決の判断の妥当性をチェックする第三者機関として、平成２８年４月に鳥取県、市

町村、一部事務組合及び広域連合で共同設置したものでございます。

この審査会から構成団体である八頭環境施設組合が解散によりまして脱退するため、規約の変

更に関し協議を行おうとするものでございます。

規約変更の施行は、平成３０年４月１日からとなっております。よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（秦 伊知郎君） 提案説明が終わりました。

これより議案に対する質疑を行います。
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質疑に当たっては、議事の進行上、１日に提案説明のありました議案を含めた提案順によろし

くお願いいたします。

なお、質疑は、会議規則第５４条第１項に規定されているとおり、簡明に、かつ、疑問点のみ

について行っていただきたいと思います。

また、個別質疑につきましては予算決算常任委員会で行うことになりますので、よろしくお願

いいたします。

それでは、議案第３号、平成２９年度南部町一般会計補正予算（第９号）、質疑ありませんか。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） １０番、細田です。何点か、個別には委員会でお聞きしますけど

も、ちょっとあれっと思ったのがあります、何ぼか、何点か、いいでしょうか。事業説明資料で

いきます。

１７ページ、３款２項７目、子育て支援のネウボラなんですけども、これが減額の約２５０万

ですね。このネウボラというのは物すごい今度、大事になってくると思いますけども、なぜこの

ようになったのか、中身を見ればわかるかもしれませんけども、大事な施策なのにどうしてかな

と思ったので、簡単にお願いします。

それと、４４ページ、５款１項９目の農地中間機構集積協力金交付金ですが、これも１，００

０万から減額なんですね。町長の政策で、農地を集約して頑張らないけんというようなことをお

聞きした中で、なぜこのような状態になったのかということをお聞きします。

それと、５４ページ、７款１項１目、残土処分場地取得事業の要は鶴田・池野の分ですが、こ

れが中身を見ましたなら、提案理由は、本計画を中止じゃなしに休止なんですね。それと、事業

内容は、その用地を取得するものであると。状況はこんなんで、対応策は、２９年度は計画を進

めることやめたと。休止と中止、やめた。今後、町としてはどのような施策でこういうことを今

後はされるのかお聞きしたい。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、仲田磨理子君。

○子育て支援課長（仲田磨理子君） 子育て支援課長でございます。１７ページのネウボラの非常

勤ですけども、当初、助産師さんをお願いするということで、子育て支援と養育支援、乳児相談

とか乳児健診とかに週に３日ぐらい来ていただける方をお願いしようという計画でしたけれども、

昨年お願いしていた方がこの２９年度、勤められたということがありまして、次の方がなかなか

探せなかったものでして、その事業のたびに１人お願いできる方がございましたので、ちょっと

年配の方だったんですけど、お願いしていた状況がありました。賃金のほうでお願いしたという

－３０－



ことでございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。農地中間管理機構集積金の金額の減についてですが、

主なものは、面積の減少につきましては、当初、年内予定で法人化をする予定のところが年をま

たいでしまったというところで面積が減少したという点と、集積率のほうですが、予算上は８割

超の一番高い単価のほうで見込んでございましたが、実際は５割から８割及び５割以下という集

積、面積率ですが、そちらのほうになったということと、国の予算自体が、配分が少なかったと

いうことで、単価そのものも、事業説明書にもございますように、２万１，０００円とか１万５，

０００円という基準単価が下げられたということもございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。事業説明書５４ページの残土処分場土地取

得事業についての御質問にお答えいたします。

休止と中止ということなんですけども、まず、中止というぐあいになりますと、候補地として

そこをもう全くやめるということになります。休止というのは、候補地としては残すんだけども、

事業を進めるのは一旦休止をするという意味でございます。

状況につきましては、時間をかけて今後説明なり、時間をかけて進めていく候補地であるとい

うことでの休止ということでございます。

あと、今後のことですけども、この池野での候補地を休止といたしまして、別の候補地での計

画を別事業として、別の候補地としての、別の残土処分場の土地取得というような事業で進めて

いくということでの予定、今後の予定はそういうぐあいになっていきます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） １０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） まず、ネウボラの件で。結局、賃金が下がって云々で、事業自体

は大事な事業ですので、きちっとやっているという、詳しくはまた委員会で聞きますけども、大

ざっぱにしてもらえばいいと思います。

今、建設課長が言われました。これ漏れ聞いたとこですけど、鳥取県の県会で、知事は、南部

町はもう中止したと言われたそうです。そうなのか、そうなんだと思ったんですけども、これに

対して南部町としては、別の候補地も込めて、その鶴田・池野の土地も含めて、これは検討する

価値があるかどうかということは、一つの候補地としてまだ残しているというように解釈してい

いのかなと思ったり、それともう一つ、産業課長が言われました農地の問題ですけども、町長の

所信表明とかあんなのでは、これからの第１次産業、農業を大事にして云々って物すごい熱意が
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あったんです。国の補助金等が確かになんなって大変ですけども、これの取り組みというのは私

は大事だと思いますけども、これは施策の話になれば町長から一言お聞きしたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。まず、残土処分地の問題ですけども、これは南部町だけの問

題でありませんで、鳥取県全体の問題です。できれば、南部町内に出るものは南部町内で処理す

るというものが原理原則だと思います。公共事業や行政を執行する上で残土処分地は必ず必要な

ものだと、これも極めて身近な事実でございます。ごみと混在されますけども、何らかの事業形

態をすれば残土は必ず出る。それを処分するのは、できるだけ町内にできたものは町内で処分し

たい、この気持ちは変わりありません。したがいまして、今後の残土処分につきましても、町内

でできるだけ処分ができるような場所の確保というものは鳥取県と十分な連絡をとりながら進め

ていきたいと思っています。

もう一点、中間管理機構の問題です。議員もおっしゃるとおり、農業はこの南部町の中の基幹

産業だと、私はずっと言ってまいりました。農業が衰退すれば、必ずやこの地域の景観、それか

ら暮らしというもの、さらには文化が大きく変わってしまいます。したがいまして、石にかじり

ついてでも、次の農業の方向、方策を探らなければなりません。その中で国の大きく進めます中

間管理機構を使った集約化というものも、これも大事な施策でございますけれども、今、産業課

長が言いましたように、お金がなかなかうまく回らないということもあります。そういう実態あ

りますけれども、おかげさまで法人化というものも少しずつではありますけども進んでいる実態

もあります。こういう流れをしっかりとくみながら農業を守る、こういう政策を続けていきたい、

このように思っています。（発言する者あり）

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。（「ネウボラ、あれ確認したって、あれでいいかと言

ってる。言い切っちゃっていい」と呼ぶ者あり）

子育て支援課長、答弁のほど、よろしくお願いします。

仲田磨理子君。

○子育て支援課長（仲田磨理子君） 子育て支援課長でございます。ネウボラ事業は、子供さんが

生まれる前からもうお世話しているんですけども、ずっと保健師や保育士で、町のほうで見守っ

ていくという、かかわっていくという事業ですので、今ずっと保健師さん、助産師さんを探して

おりまして、お願いしているところですので、続けていきたい、実施していきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。
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○議員（６番 三鴨 義文君） 三鴨でございます。先ほどの細田議員に関連しておる部分もあり

ますけれども、私も町長にちょっと聞いてみたいと思います。

補正予算書の２３ページを見ていただきたいと思います。農林水産業費の農業振興費です。こ

れ見ていただきますと、もう全部三角、減額の補正が出ておりまして、また次の２４ページにも

またがるほどの全て減額補正が出ています。これ、実は去年の決算、補正も同じ形でした。執行

率ゼロもありました。また今年度もこういう２ページにもわたる減額補正、減額が起きています

が、先ほど町長言われました、農業が基幹産業でとおっしゃられますが、この状態を見られて、

この執行状況、どう感じられましたでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。当初予算で議会の御承認をいただいた額の確保が、

国、県通じてとれなかったことに対しては非常に遺憾に思っています。または地域の中の皆さん

が、なかなかそういう成熟した、実際にやろうという決断に至らなかったという事例もあろうと

思います。原因は究明しながらも、新年度予算の中で同じように提案はしていますけれども、今

後予算の確保、国、県に対しての予算の確保について尽力したいと、このように思ってるところ

です。

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。

○議員（６番 三鴨 義文君） ６番、三鴨です。昨年度も聞き取りますと、予定の面積に達しな

かったとか、予定していた方が見送りされたとかというような理由で減額補正が出ていました。

何かそういうのは補助要件が厳し過ぎるのかなとも思いながら、ぜひ取り組んでもらいたい、せ

っかく予算もつけてあるというところが非常にまた今年度も気になっているところです。

この補正予算書見ますと、２４ページに、農林水産業費の、農林水産業費に係る一般財源の総

額が出ています。１，５１０万８，０００円の減額です、トータルで。この１，０００万からの

一般財源を減額して、これがどこに行くのかは明確には言えませんでしょうけれども、私の思い

とすれば、これだけ減額する一般財源があるのであれば、先ほどもありました、農家の皆さんが、

直接公金が、反当７，５００円の補助金がなくなってくる、こういうことの補填にでもどんどん

使ったらいいじゃないかと思うわけです。この１，０００万があれば、例えば反当７，５００円

のものがどれぐらいの面積になるか計算してもらえばわかると思うですけど、大方２００ヘクぐ

らいは補填できるじゃないかと思います。そういうやり方もありましょうし、私はできるだけ、

今本当に厳しい経営なさっております農家の皆さんや、そういった組織化された団体の皆さんに

もっと使い便利のいい補助金をしっかり町単独でもいいですので、これだけの財源を不用額とし
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て落としてしまうというのはいかがなもんかと思うわけです。ですから、そういった使い便利の

いい補助金を今後考えていくというようなお考えは、町長、いかがでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。農業の問題、特に７，５００円のことに対して広く薄くお金

を投下するという施策は、私は好ましくないと思っています。それは、一時代前までは、全て私

も含めて、三鴨さんも含めて、皆さんが農業にかかわっていましたので、それは確かに価値はあ

ったかもしれません。

しかし、私も地域円卓会議で、ことし一年、区長様と膝を合わせる限りは、非常に地域の、や

はり農業に対する考え方は、全く今の考え方と真逆です。もちろん、お金の問題もあろうかもし

れませんけども、後継者がいないことや、いろいろな多様な問題がここにはあろうと思っていま

す。そういう問題をしっかりと向き合って、一番効果的な、先ほど言いましたように、農地を守

る、それから生産意欲のある農家の皆さんにどうやってさらに農業を拡大していただくか、また

は収益を上げていくのか、こういうことにやはりお金を使っていきたいと、このように思ってま

す。議論もいろいろあろうと思いますし、３０年度予算の中でもまた出てくると思いますので、

この辺はしっかりとした議論をしたいと思ってます。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。

○議員（６番 三鴨 義文君） ６番、三鴨です。そういうばらまきというのは、町長おっしゃる

のわかりますが、今進めております集落営農ですとか、法人化というもので組織化はどんどん進

んでいくべきと私も思いますが、そういった組織の方も何千万という大型機械の購入ばかりでな

く、手がかからないような中規模な草刈り機ですとか、何かいろんな農業機械があるわけでして、

そういうところに補助をもらおうと思うと、６次産業化が条件だよとか、いろんなハードルの高

いルールがありまして、なかなか自由に使えないと、買えないというようなことも起きてます。

ですから、そういう組織化されたところにも、そういった農業支援を町独自でもさらに、国のそ

ういう条件に乗らんかったら、町独自ででも使い便利のいいような補助金をしっかり出してもら

うように、組織化を目指しているわけですから、そこに手厚くしていただきたいというふうにお

願いをしておきます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありますか。（「ごめん、もう一つあるぞ」と呼ぶ者あり）

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） もう一回できるが。

介護保険の分で、３款１項４目の介護保険の関係で１，０００万ほど減額になっておるんです
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わ。中身はたしか、見たら、短期入所のスプリンクラーが未設置だとか、ことですが、この原因

は、法勝寺にあるショートステイの事業所、法勝寺内科クリニックの短期入所がなくなったんで

すね。この影響というのが、これは介護保険ばっかしじゃなしに、南部町としても影響が出るん

ですけども、この対策か施策は、個別はいろいろ中身で聞きますけども、町長、これ大事なこと

になろうと思いますけども、これのかわりにどのようなことを考えられておられるか、ちょっと

お聞きしたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。いろいろなところからそういう御心配の声もお聞き

しています。今どういう影響が出るのかというのは、少しじっくりとその様子も確認はしなけれ

ばなりませんけれども、南部町内での医療や福祉の機能というものをどのぐらいに見ていくのか

ということをもう一度考えていかなくちゃいけないと思います。不足するものがあるのであれば、

それは民間も含めてそういうものをいざなってくるような策も必要でしょうし、どのあたりに課

題があるのかも含めたいと思います。

西伯病院もきょう、今、予算の提案をいたしましたけれども、足りない部分をやはり行政が補

完するということは必要ではないかなと思っていますし、そういう機能がとれるのかどうか病院

とも相談しながらやっていきたいと、このように思ってます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） まず１点目、補正予算書の２０ページ、民生費の保育園費のとこ

ろです。すみれこども園で賃金減額１，３７３万、ひまわり保育園で５４５万円の減、それとも

う一ページめくって、公設民営保育園、いわゆる２園ですね、ここで減額の１，８６０万、これ

恐らく全て人件費でしたよね。それで、中身については、この説明のところで保育士が確保でき

なかった問題が言われているんですよ。

実は議会が始まったというので、きのう、晩、住民の方から、最近の町報ですか、保育士の募

集してたんですか、非常勤。どうして正採用しないのかということを、電話があったんですね。

それで、住民から見たら、今回何名か保育士を正採用したということなんですけども、こういう

ふうに保育士が非常勤も集まらなかったということで、一番心配するのは、保育士が足りておっ

たんだろうかということなんですよ。さまざまな理由で保育士の確保できないと思いますが、も

う全国の経験でわかっていくのは、保育士の待遇改善が一番ですよね、人を確保していくために。

そこに踏み切らなければ、こういう事態が今後起こるのではないかというふうに思うわけなんで

すよ。一番は、その反面でどういうことが行われてっているかというと、保育園に入りたいとい
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って入った、なかなか、待機児童がそしたらいないのかといったら、そうではない現状というの

はやっぱり出ているのではないかというふうに思うわけですね。

詳しいことは委員会で聞こうと思いますが、町長は、今回のいわゆる当初予算よりの人件費の

減について、どういう対策をとって、結果、現場としてこの保育士がいないことをどういうふう

に対処してきたのかということですよね。そのことについてお聞きしておきたいというのが１つ

目です。

２つ目には、これはちょっと、これでやったほうがいいのかな。次の２２ページの衛生費の病

院費の病院事業費の交付金１億３，８５７万７，０００円、これも予算の説明書で見たら中身は

わかるんですけども、今回この補助金の金額を確定してきた根拠とはどこなのかという説明をし

ていただきたいということです。

私の一番の疑問は、いわゆる現場からも声が上がっていた病院分に対する特別交付税のルール

分の出し方ってどうなってるのかということが根本の疑問にあるわけですよ。それは委員会でま

た聞くとして、今回の１億３，８５７万７，０００円の根拠について教えていただきたいと。

これは何でここで聞くかというと、合併時に西伯病院をめぐって、病院経営のあり方で、いわ

ゆる合併する西伯から見たら、相手方の会見地域に対して、一時は西伯病院がどのようになって

も町からお金出すことはないというようなことが住民との約束のように言われてきているんだけ

ど、本来の公立病院を持つ町の姿勢として、どういうことができて、法的にどういうことができ

るのかということと、私はちょっとその辺が違うのではないかなと思ってるもんですから、その

辺の考えを町長に聞いておきたいと思うんですよ。実際、公立病院は大変になってきて、支援を

していかなくてはならない現状というの出てくるって、もうこれ全国の経験ですから、それはど

うなのかという点をお聞きしておきたい。

次は、申しわけないですが、こっちでいっていいでしょうか。これでやらせてくださいね。何

ページでしたっけ、地域おこし協力隊の途中でいなくなっちゃいましたよというのがありました

が。何ページでしたっけ。申しわけないです、何ページでしたっけ。そこに減額で地域おこし協

力隊の方、途中でやめてできなくなりましたというのありました。（「あった」と呼ぶ者あり）

ありましたね。申しわけない。そこの場所が指摘できなくて申しわけないんですけども、お聞き

したいのは、地域おこし協力隊をめぐっては全国の自治体から、やっぱりこの待遇改善等がなけ

れば、地域おこし隊ジプシーではないけれども、やはりなかなか、何年間かいててできなくなっ

て、自立できなくなった方々がいろんな自治体を回っていくということなんかも言われ、指摘さ

れているし、それからやはりその背景にあるのは、やっぱり使い捨てではないけれども、なかな
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か自立していくことの困難さですよね、何年間かが補助してもというこの制度自体が本当にいい

のだろうかということを、そろそろ自治体の方々が声上げていいんじゃないかと思うんですよ。

端的に言えば、そういうとこにお金を使うのであれば、しっかりと地方交付税をふやして、正規

の公務員をふやすような対応をとるべきではないかというようなことを言っていかなければ、ど

この自治体も地域おこし協力隊で成功しているというの見たことないんですよ。そういう点でい

えば、町長は、この地域おこし協力隊のあり方についてどのように考えるかということを、今ま

での町のあの分も含めてしていただきたいということです。それから……（「３７ページ」と呼

ぶ者あり）ありがとう、済みません、ありがとうございました。３７ページです。その３７ペー

ジの件で聞いておりますので、よろしくお願いいたしますということです。

それから、教えてもらった三鴨さんだからいうわけやないんですけども、先ほどの、次の点は、

私も全く同じページ、４４ページの中間管理機構のところでお聞きしたかったことです。

中間管理機構のところで直接お聞きしたいのは、詳しいことは委員会で聞きますが、中間管理

機構できてきた背景ってＴＰＰでしたよね。ＴＰＰで地域の農業を支えるためにということでや

ってきたんですけども、これ読んでて話が違うやないかと思ったんですよ。国の単価、基準が当

初示していたものから変動するんだよというんだけれども、本当に農業が成り立たないところで

中間管理機構つくってやって、こういうふうにしていくんだといったんですけど、結局は、お金

が来ないというのはどういうことかということですよね。幾らＴＰＰで支援するといっても、結

果はこうじゃないかというのも端的に出てるんじゃないかと思ったんですよ。こういうことに対

して今まで公の町の姿勢とすれば、ＴＰＰについては遺憾だけれども、それに耐え、そこにいろ

んな補助金乗っかかっていくんだというんですけども、国は平気でお金を削ってきますよ。

そういう点について、先ほどの三鴨議員が指摘したように、三角がいっぱいあるということは、

私は町長に聞きたいのは、そろそろ国の農業施策のあり方が南部町の農業を守っていくのに合っ

ていないということ、もっと住民と一緒に考えないといけないんではないかという点について、

どうなんでしょうか。合っていないからこそ、農家が努力していないんじゃなくて、町も国の施

策持ってきて予算もつけてるけども、国が予算化しないこと。

と同時に、住民が乗っかかっていけないというのは、南部町の農業をしていこうというとこに

合っていないんではないかということについて、町長、どうお考えですか。何年も同じようなこ

と繰り返している。担当者も農家も大変だと思うんですよ。それで結局お金を余らせてしまうと

いうことをいつまでもやってて、どうなのかという点ですよね。その点について考え方をお聞き

しておきたいと思います。以上です。
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○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。４点、御質問いただきました。

まず、保育士の問題ですけども、これは全国でこれだけ保育士不足が叫ばれています。今は賃

金の問題等も言われましたけれども、一つには、一番大きな問題は、東京にやはり、経済的にも

人員的にも大きなやはり消費経済があって、賃金水準がもう全く違う現実があるということにあ

るんじゃないかなと思っています。若くて、卒業した若い保育士たちが当然都会のほうに吸い取

られていってしまう。こういう現実の中でどうやって保育士を確保するのかというのは、一概に

ただお金だけの問題ではないではないかと、このように思っています。保育士の確保については

これからも最善の努力をしていきたいと思ってます。

また、公立保育士、公立での保育士の確保という問題は、非常に微妙な問題もありまして、こ

れから将来の子供たちの数、推計というものがベースにあろうと思っています。今の現実だけの

ことを見るんではなくて、将来の推計値に合った適切な公務員の数というものを確保していくと

いうことには努力していこうと思っています。

２つ目の病院の補助金ですけれども、私もその合併時の問題もよくわかっていますし、住民に

大きな不安は与えてはいけません。しかし、病院というものは、やはり地域に求められ、必要と

されるから存在意義があるのであって、やはりここには一定のお金は必要だろうと思っています。

この辺のルールについては、今後の財政計画であったりを見ながら、もう一度ベースから考え直

す必要もあるかもしれません。今回も、補正もしましたし、当初予算にも出ていますけれども、

単年度単年度で病院とこういうことをやりとりしてもいけませんので、もう少し長いスパンの中

で財政計画に組み込んで、住民の皆様に御不安をかけない程度の額、さらには病院の経営改善の

方向、そういうものを両面から考えながら対処していきたいと思ってます。

３点目は、地域おこし協力隊ですけれども、私は、地域おこし協力隊というのはいい制度だと

思っています。ただ、今、一番冒頭言いましたように、東京の非常に景気がいいということもあ

って、一時のように募集しても人が集まるという現状にはありません。そういう中で、東京都１，

３７０万人でしたか、１，３７０万人の東京の中で生きるよりも、南部町１万１，０００人の中

で活躍したい。１３７０万分の１よりも１万１０００分の１にかけたいという若者を、どうやっ

て南部町に来てもらって、活躍の場をつくるのか。さらには、地域としては３年間頑張ってみて、

自分も得るものあったし、地域も得るものあった、また都会に帰っていく、または他に行く、こ

ういうことも私はありだろうと思っています。ここに骨を埋めるばっかりではなくて、その人が

また全国展開、世界企業に進出、こういうこともやはり後押ししていく時代に来てるんではない
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かと思ってます。そのきっかけづくりにぜひ南部町を使ってもらいたい、こう思っています。

４点目の農政です。これは非常に難しいですし、私もここまでのお金が毎年毎年こうやって残

っていくところの、本当に国だけの問題なのか、住民との、こういうことをやりたいんだという

農家の経営をしている人たちとのミスマッチなのか、このあたりのところももう少し勉強させて

やってください。ここまで大きなミスマッチが続くということは、やはり農政自体がここの議会

の中で語れないということになりますので、もう少し私も勉強したいと思ってます。

ただ、農政はやはり国全体の問題で考えなくてはいけない問題だと思ってます。農政一つを南

部町だけで語っていてもいけないと思います。農政全体を国全体で見ながらも、片方ではミクロ

的に南部町のことも考えながら、また、先ほど議員の中ありましたように、自分の食べるお米は

自分でつくりたいというような、そういう何というんですか、住民としてのささやかな希望等も

あろうと思います。これをこれから先の農業の中でどう生かしていくのかということもあろうと

思います。一般質問にありますように、学校給食や病院や、そういうところで地産地消の問題も

あろうと思ってます。そういう問題と農政全体の、国全体の問題を一緒くちゃにはできませんの

で、この辺を分けて南部町の農業をどうやって生かしていくのか、このあたりを考えていきたい

と思ってる。いずれにしましても、南部町だけでは農業は語れないということを改めて感じてお

ります。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 保育所については、町長は、東京に行っちゃうから若い人がいな

いんだとおっしゃるんです。これどこも共通の悩みだとは思いますが、２つ目の公立保育士の確

保難しいと、民間と違うんだと、こうおっしゃるんですけども、公立も民間も雇う側にしてみた

ら、どういうのかな、今、働き方改革、問題になっていますが、きちっとした、何ていうのかな、

正規雇用、きちっとした雇用をして、雇用の継続を求めていって、仕事がない場合にはどうする

かという点について全く同じことやと思っているので、役場が公務現場で、特に地方の公務現場

では自分たちが仕事がないと言われているような地域に住む住民から見たら、公務現場で採用枠

を狭めるようなことしてほしくない。お金の問題もそうですけども、そういうことを考えた場合

には、公務現場での保育士の確保というのは、地域だからこそ公務現場で採用していくというこ

とをぜひお考えいただきたい。利益が上がらんとこに民間は来ないんですよ。民間来たとしても、

伯耆の国のように指定管理していくとか、町がお金出さざるを得ないと思っていますので、そう

いうことをお考えいただきたい。

個々では、中身については個別質疑になると思いますので、委員会に担当課のほうから今回の
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補正予算に上がってきた人件費減、削ったところで、保育士の配置がどうであったのかというこ

と、そのことによる保育所に受け入れられない児童等が出たことがあるのかということ、この委

員会の補正予算の質疑のときにそれをお聞きいたしますので、それを準備しとっていただきたい

ので、よろしくお願いいたします。今の答弁は要りません。

次、病院についても、これは補正予算ですので、細部は委員会でしますが、そのときに先ほど

言っておりました、どこまでお金出すかルール決めたいと町長言いました。国はどういうルール

持っているか。特別交付税で病院のお金を出してくるときに、要綱がありましたよね。何ていい

ましたか、要綱じゃないんですよ、政令でもなくて。（「基準ですか。総務省基準です」「総務

省基準」と呼ぶ者あり）そう、総務省基準を出してきてください。特別交付税の病院の分ついて

はどのように書いているかということ、それみんなで確認して、お金がどのような形で、現場が、

町村が責任持っていくのかとありますので、その基準を出してください。委員会でよろしくお願

いいたします。（「繰り出し基準ということです」と呼ぶ者あり）そう、繰り出し基準です。特

別交付税の場合ですよ、普通交付税の場合の算定基準だけじゃなくて、今回の分は特交です。で

きたらどっちも出しておいてほしい。よろしくお願いいたします。

３つ目の地域おこし協力隊では、町長、申しわけないですが、今の国で働き方改革、問題にな

っていますが、３年の限度にお金を出して、後は自立しろってやらせ方ですね。このやり方は、

働き方改革にもちょっと抵触すると思いませんか。私は、町長や議会もそうですけど、ここで言

わんといけんのは、働き方、地域おこし協力隊や集落支援員とかいっぱい、総務省はいっぱい持

ってお金持ってるんですけど、どうしてあのお金を地方交付税に入れて公務員をふやさないのか。

はたまた、何ていうのかな、文科省と一緒になって教員をふやさないのかと私なんか思うんです

よ。そういう意味から見たら、地域おこし協力隊というのは、もう一歩厳しい言い方すれば若い

者の使い捨てですよ。そういう現状にないかということですね。少なくとも南部町はそうでない

というのであれば、今までの地域おこし協力隊の現状を示していただきたい。どういうふうにし

て育ててきて、どういうふうに南部町に志持ってきた方々が今自立してやっていくのかというこ

とを示してほしいんです。議会ではそれがないから聞いているんです。過去の分も含めてそうい

う立場に立っていただきたいということについてどうかと、これは答弁をいただきたい。

次の農業の問題でも、町長、どうでしょうか。ミスマッチがこんなに起こっている。私は、周

辺の小さい町村、どこもそうじゃないかと思ってるんですよ。できれば担当課も含めて、国から

こういう補助金が来てるけども、よその町ではどのようにこれが消化しているのか。南部町だけ

ではないと思うんです。南部町だけであれば担当課と住民が関心がなく、担当課もしてなかった
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かということになると思います。そうではないんじゃないかと思ってるんですよ。そういうこと

もわかるような資料を出していただけないでしょうか。

例えば先ほどの中間管理機構の集積で、よそ、隣の町はどうしてるんかということ。もしそう

であれば、そこで差が出てきたら担当課詰めんといけんと思うんですよ。そうじゃないんじゃな

いかと思っていますが、ぜひそれやってくれないかということですね。よろしくお願いいたしま

す。

それと、最後に、これは最初聞くん忘れとったんですけども、残土処分場の問題です。聞くん

忘れてたんで、答弁を聞いてて思ったんです。

一つには、この５４ページに出ている予算説明書のところで、今回の２，０００万は減額にな

ってよかったんですけども、根拠法令・要綱等書いてないんですよ。書けないと思うんですよ。

こういう論議になったの、こういうお金の出し方おかしいんじゃないかと言ってきましたよね。

今回は休止してよかって、恐らく私はできないと思うんですけども、担当課長と町長の答弁を聞

いてたら、住民が聞いたら不安に思うのは、南部町のどっかにつくるんだろうかということです。

南部町のどこかを想定してるんじゃないかということですよ。

一つには、担当課長が、今回ここはだめだったけど、ほかのところに行くんじゃないかと言い

ました。町長は、自分のとこのは自分で処理せんといけんと言いました。とすれば、役場とすれ

ば、自分とこも含めてどっかを県と一緒に町内探してるのではないか、このことについてどうで

すか。そのことについてもしあるのであれば、ここでそういう話が出てますからね。どういう計

画かあるのであれば、やっぱりお知らせいただきたいということと、２つ目には、お金の出し方

で、とはいっても、県がやろうとしてるものに町が買い取ってするというようなことは、何の根

拠もない、示せないようなことを再びやるべきではないという意見について、どのようにお考え

ですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。まず一番最初、保育士の不足分を公務職場としてど

んどん採用するんだという立場にはないと思っています。先ほども申しましたように、将来の子

供たちの数、保育量、必要量というものをきちんと見きわめながらこれに対処しなければ、最終

的に町民の皆さんの人口が減る中で、公務員をその方たちにお支えするというのは非常に厳しい

局面を迎えようと思ってます。したがいまして、保育の必要な量というものを、最低限の部分を

公務員が支える。特に障がいをお持ちであったり、問題があるというところを支えるのがやはり

公務職場の最終的な問題ではないかと、このように思っています。
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それから、病院につきましては、これからのルールづくりだということを申し上げました。町

に入ってきますお金、そういうものに対してのルールづくりが必要だろうと思ってます。交付税

等の算定も一本算定に変わってきましたし、これからの国のあり方、方向というものも３０年ま

では予想がつきますけども、３１年以降は非常にまだはっきりしない、こういうところがありま

すので、そういうものを見きわめながら将来推計をとっていきたい、このように思ってます。

地域おこしにつきましては、働き方改革に逆行するんではないかと言われますけれども、私は

そうではなくて、都会の若者が地方の中で自分の活躍の場を見つける、そのための生活支援とし

てであれば、地域の中では十分生きていけますし、それだけの能力を持った人たちを呼び込んで

いく大きな制度だろうと思っています。今度、手間地区にもそういう方が来られるというぐあい

に聞いてます。

過去にはどうだったのか、使い捨てだったのではないかと言われますけれども、お一人の方は

さっきここの補正で出ましたけれども、身体的な御都合で出身地のほうに帰られたと聞いており

ます。もう一人、３年間務められた方は、これまでの経験を生かした仕事を今しておられるとい

うぐあいに聞いておりますので、残念ながら南部町に住んでおられませんけれども、これは一定

の成果があったんではないかなと思ってます。そういう成果を積み重ねながら、この人たちを使

い捨てをするようなそういう町ではないというぐあいな気持ちでおります。

農政につきましては、考え方をまた十分にすり合わせてみたいと思ってます。どこに問題があ

るのかも私も勉強したいと思ってます。

残土処分の問題は、これは避けては通れませんので、ぜひとも南部町内に残土処分地をつくら

なければ、公共事業進まないなと思ってます。よその町につくっていただいて静観するような政

策は長期的につくってはいけないと思っています。河川の河床掘削等、今、青木から今度、小松

谷川側に入ってまいりますので、そこの中では必ずや大量の残土が発生します。それをどこに処

分していくのかというものも、今後の事業進捗や南部町の防災に対して大きな影響があろうと思

いますので、ぜひ検討していかなければならないと、このように思っています。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 答弁は結構です。議長に確認したい。

先ほど言った保育士の減で、現場でどのような影響があったのかということを委員会に出して

いただきたい。これはできますでしょうか。

２つ目、病院の繰り出し基準について、特交のね。委員会に出していただきたい。これについ

てどうなのか。
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次、農業問題でいえば、先ほど言った、特に今回中間管理機構の予算が使えなかったと、１，

０００万の減ですよね。少なくともこれについて他町等と比較してどうだったのかということが

出ませんか、委員会で。そういうこと。

それと、４点目には、地域おこし協力隊、国の問題だからいいんですけども、４つ目の残土処

分場では確認です。残土処分場では町長は、どっかの形で少なくとも自分とこのものについては

どっかにつく、よそということはいけないだろうということは、南部町内に残土処分場をつくる

ということについて、町内のものについてはですよ、可能性ということはあるというふうに今言

ってるということですね。その場合には、県と相談したら、今まで自分とこのもんだけ入れるよ

うなものに、県がつくってきたというふうに思えないんですよ。そういう条件は可能なんでしょ

うか。県がするときに南部町の分だけですよということは可能なんでしょうかということと、も

う最後だからそれだけ聞いておくことと、それともう一つは、私が言いたかったのは、確かに残

土処分場が全部悪ということはないと思うんです。ただ、住民の合意と、もう一つは、町が目的

のないものを、残土処分場つくるために土地を購入したとこの後の問題もありますから、町が安

易に取得すべきではないということを言ってるんですよ。何の根拠も示せませんからね、この土

地を購入するに当たってはね。そういう意味で……（「きちんと出とった」と呼ぶ者あり）そう

いう意味で町とすれば、こういうときには町が取得するというようなこともあるのかということ

ですよね。今言ってることは、確認は、残土処分場を南部町のほかのところに求めていってる現

状でもあるというふうに理解しておっていいのかということですね。どうですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。私は、南部町から出た残土は少なくとも町内で処分するべき

だと思っています。それを伯耆町や日南町にお世話になるというような町政はできるだけ進める

べきではないだろうと思ってます。ただ、一方で広域処分ということもありますので、そういう

処分場は各町が常に、後ろ向きになるではなくて、常に確保するということは最低限必要だろう

と思っています。

もう一つは、じゃあ、南部町だけでやれるのかという話ですけど、そういうわけにはならない

と思っています。県の環境センターですか、建設技術センターを使えば、それは鳥取県西部地域

のものが入ってくるようになろうと思っています。私が言いたいのは、各町がそういうものを確

保するぐらいの気構えでやらないと、どこもじゃあ、よそに持っていけばいいじゃないかという

ことでは、これから先々、公共事業は進みませんし、そういう押しつけ合いの政策はだめだろう

と、このように思ってます。西部の地域の中で首長との間でも、残土処分地の重要な問題、さら
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にはごみの問題も今非常になってます。そういうものを後ろ向きで考えては、前に生活自体が進

まない。結局、最終的には住民の皆さんに御迷惑かける、こういうことにつながろうと思ってま

す。そういう意味で、先ほどは町内でとは言いましたけれども、進めていく上では町内に限って

ということにはならないだろうと思っています。（「今度、資料出ません」と呼ぶ者あり）

○議長（秦 伊知郎君） 真壁議員からの申し出ありました資料につきましては、議会運営委員会

のほうに諮ります。議会運営委員会を開いてください。（「委員長、お願いね」と呼ぶ者あり）

ほかにありますか。

８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ８番、板井です。私は、歳入のほうで若干ちょっと確認をとって

おきたいなというふうに思います。

補正予算の１２ページです。地方交付税、きのうも町長、施政方針のほうでも話がありました。

我が町は、依存財源７割以上に頼っているんだという、この依存財源の特に大きい部分を示す地

方交付税です。これは普通交付税と特別交付税とありまして、それぞれ補正が組んであって、合

計で１億４，２００万強のものが追加補正になっております。

この間、ちょっと白川議員と財務のほうの方に勉強を受けました。そのときにたしか、まだこ

の補正時点ではなくて、３月の末ごろにもそういった交付税が、最終的なものがあるんだという

ようなことも教授、受けたわけなんですけれど、そういった面も含めてこの２９年度の推移をど

ういうふうにとっておられるのか、その点についてと、あわせて１６ページの繰入金です。１８

番ですね、款の。その入ってきた分が大体ここで多分三角になってるんではないかなと思うんで

すが、そういったこともあわせて確認できればと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。板井議員の御質問のことなんですが、まず、現在の

最新情報ですと、まず普通交付税で２９億６，０００万程度、それから特別交付税で５億程度、

合計で３４億６，０００万程度を想定しております。

それから、繰入金の関係なんですが、現在、補正予算におきまして財政調整基金は８，０００

万落とすようにしております。補正後の額が１億７，２９５万円と想定しております。以上であ

ります。

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 板井です。そこで町長のほうにちょっとお伺いしたいと思います。

さっき、３０年度の当初予算の説明の一番最後のページですね、ここに基金の推移ということで
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２９年度も棒グラフになってますので、ちょっとこの辺から。

これを見てみると、どうしてもこう下がっていってるんです、基金がですね。事業をやってい

く、特に２９年度は小学校、中学校のエアコン、空調の整備いう大きなものもあったわけなんで

すけれど、この辺の基金を取り崩しながら事業をやっていくという中においては、若干ちょうど、

ずっと上がってきてるものが、ちょっと階段が１段下がったというものについて、町長としては

この２９年度、実績も含めてどのように思っておられるのか、基金の取り崩しも含めて、その点

についてよろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。少し幅広な話をさせていただきます。

経済財政諮問会議で、大体の地方に対する交付税の枠だとかそういうことが話し合われて方向

づけられますけれども、今南部町が減ってますのは、各地方の中の税収がふえてるということ。

それに対して交付税はその分だけ減らすと。

それと、今、南部町が一本算定によって交付税が減ってきてる、確かにこういう中にあります。

ただ、長い面で見ますと、骨太方針というのが毎年６月あたりに出ますけれども、官邸等が出し

ますんでごらんになってる方も多いと思いますけれども、その方向は、平成３０年までは一定の

交付税の確保をするんだという流れが読み取れると私は思ってます。平成３０年度、新年度まで

ですね。

しかし、先ほどもちょっと触れましたけども、消費税が増税をされますその後ですね、後が読

めないわけです。３１年度以降が読めない。消費税をどう配分するのかと同時に、今、国のほう

は保育料の無償化であったり、子育て支援にお金を使おうとしてます。これは国民にとって非常

に喜ばしいことですけれども、では地方にとってはどうなのか。その無償化したものが全額本当

に国費として使われるのか。もしかしたら地方の負担部分が出てきて、地方は大きな経済状態の

嵐の中に入るんではないか、町長としてはそういうことも非常に心配をしてるところです。思っ

たほど本当に消費税によって税収が来るのかどうかということも心配の種です。

ただ、そういうことを考えると、平成３０年度までは一つのチャンスだなと私は思っています。

少しこれまで、皆さん方と、町民の皆さんにお世話になりながらためた基金ですけれども、今、

住民の中で経済を回す、それから生活を確保する、さらには文化を守るという、私がこの３本立

てでしなくちゃいけないと言ってたところの、一つには大きなここはタイミングだろうと思って

います。基金を使うタイミングはこういうところでないといけないと思っています。これが大き

く減少した中でそういうことをやろうと思っても、これは皆さんの賛同も得られませんし、それ
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は住民の生活に全面的に向かわなければいけないだろうと思ってます。今はそういうことができ

る最後のチャンスになるかもしれないということで、今回は少し大きな予算を皆さんに御提案い

たしました。まず、ぜひそういうところで御理解いただきながら、御賛同いただきたいと、この

ように思ってるところです。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ８番、板井です。よくわかりました。その辺までの考えとか、こ

う将来的な推移を見て、３０年度もあわせて言ってしまったような格好になりますけれど、よく

町長の考え方が理解できたなというふうに思います。

もう一回あるので、今の話はもうよくわかりましたけど、さっき真壁議員が待機児童のことに

ついても話しされました。答弁は要らないからということだったんですけど、私はほかの方から

そういった形で町民の方から聞いてるものもあって、町民の方にもその辺を知っていただいたほ

うがいいんではないかなと思いますんで、直営、それから公設民営も含めて待機児童があったか

どうかぐらいは、課長もこの場でも話ができると思いますんで、一言つけ加えてほしいなという

のと、それからもう一点は、建設残土のことです。私にとっては非常に残念でなりません。あそ

こを、平地をつくって、あの辺の池野の方とか鶴田の方は非常に期待をして要望も意見も出して

おられたと思うんです。それがなぜこういったことになってしまったのかということも、これも

課長のほうからでいいですので、聞かせていただければというふうに思います。もうこれ最後で

すので、しっかりと答弁してやってください。お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、仲田磨理子君。

○子育て支援課長（仲田磨理子君） 子育て支援課長でございます。２９年度、非常勤保育士さん

の採用ができなくて、待機児童がやはりございました。１０月時点で８名と記憶しておりますけ

ども、正確な数字はまた委員会でお知らせしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 残土処分場、池野地区の休止となった理由ということでの御質問に

お答えいたします。

理由といたしましては、下流のほうの集落におきまして残土処分場ができるということでの、

処分場へ入っていく搬入車両が大変多くなるということでも、交通安全の問題というのが最大の

理由で休止に至ったということが理由でございます。以上でございます。（発言する者あり）

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとりたいと思います。再開は午後１時、１３時にいたしま

すので、よろしくお願いいたします。

午前１１時５３分休憩

午後 １時００分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

議案の質疑に入る前に、真壁議員のほうから休憩前に資料の提供の御意見がございました。議

運の委員会のほうに諮っておりますので、委員長からの報告を求めます。

板井議会運営委員長。

○議会運営委員会委員長（板井 隆君） 議会運営委員会からの報告です。

先ほど平成２９年度一般会計補正予算の質疑の中で、真壁議員のほうから要求のありました３

点の資料についてですけれど、議運のほうで協議をいたしまして、資料のほうを提出を求めると

いうことで、確認をとっておきます。３点の資料です。保育園４園における予算減額による現場

での影響についての資料。また、２番目が西伯病院への繰り出し基準についての資料。それと、

中間管理機構の予算減に対して他町村との比較といいますか状況についてということで、３点に

ついての資料を求めます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 議運の委員会では資料の提出を許可しております。項目につきまして担

当課の課長さんにおかれましては、御足労ですけど各予算決算常任委員会までに資料を提出して

いただきますようによろしくお願いいたします。

続いて行きます。

議案第４号、平成２９年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） ２９年度国民健康……（「マイク」「休憩」「休憩とって」と呼

ぶ者あり）

○議長（秦 伊知郎君） 休憩します。

午後１時０１分休憩

午後１時０２分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

１３番、真壁容子君。
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○議員（13番 真壁 容子君） ２９年度の国民健康保険事業特別会計について１点。

平成３０年度から県に移行するということになっていますよね。それで、南部町の国保は県が

いっぱいなので、それまでにもう基金も全部を使っちゃおうでないけども、基金のことについて

はなくなっていたのではないかと思うんです。今回、この基金の使い方、残ったお金ってどうす

るのかということなんです。

平成２９年度の補正予算では予備費で２，８４４万円を補正して、３，０００万近くの予備費

を残しています。平成３０年度の予算見たら、繰越金が３００万ちょっとなんですよね。これ見

てる限りは、この中で、いわゆる何ていうのかな、お金が残ってくるのではないかなと思ったん

ですけども、そういうときは今回県は、各町村で例えば基金を持つことについてどういうことを

言っているのでしょうかということと、町とすればどういうつもりなのかということですけど、

その点についてのちょっと考え方を教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、山根修子君。

○町民生活課長（山根 修子君） 町民生活課長でございます。基金につきましては、県のほうは

積み立てすることに、特にだめというようなところはいただいておりません。町としましてはこ

のたび、２９年度の決算はまだしてみないとわかりませんけれども、余剰金が出たらそこは積立

金のほうに積んでいくということも考えていくのではないかなと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） そこです、町長。余剰金が出た場合には町が積み立てていく。今

度、今後、３０年度から納付金って払うことになりますよね。この積み立てていってどうするの

かってなると思うんですけども、この積み立てを次に、町とすれば納付金の一部に入れてやって

いくということは考えないかということなんですよ。もう置いておくんじゃなくて、出た分をそ

こに入れていってそうすれば、納付金の中に入れたら、それを計算してくれたら保険税ちょっと

安くなりますよね。そういうことに使うべきではないか。いま以前よりも使いやすくなったので

はないかということで聞くんですけど、町長としてはどういうふうにお考えですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。制度は変わったといっても、県が指定した額を入れるという

ことが変わっただけのことでして、皆さんから大切なお金を預かって納付するということには変

わりないわけです。

今回、今課長が言いましたように、うまく回ってくれないかと町長としては願ってるところで

す。いわゆる基金が全くありませんので、ここで赤字が発生した場合には、いよいよ県からお金
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を借りてでも、そしてそのお金の足らなかった部分については、皆さんにまた負担を求めるとい

うことを繰り返さなくちゃいけませんので、ぜひとも万が一のための基金というものをここで一

度確保して、安心でできる財政運営を進めていきたいと思ってます。したがいまして、今真壁議

員が言われたように、基金ができたから、じゃあ、すぐにそれを安くするために使ってしまうと

いうことになれば、全くまた先ほどと同じようなことが生まれますので、まずはじっくり今回の

決算を見ながら、私の今の気持ちとしては将来に備えて基金というのは一定ためていきたい、こ

のように思っています。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） なぜ聞いたかといいますと、県は納付金の金額決めるでしょう。

例えば平成３０年納付金決めたら、３０年、１３億で１３億と決めたとしますよ。南部町が医療

費として１３億５，０００万かかったけども、この５，０００万は求めてこないわけですよね。

とすれば、原則的にこの今のやり方では赤字って生じないんじゃないかなと思ったんですよ。だ

から、例えば出た分というのは、あんまりもう基金というのも出ることないんかなと思うんです。

出ないでしょう、もう。（「出る」と呼ぶ者あり）今後も出るわけですか。（発言する者あり）

出る可能性あるね。とすれば、町、ということは、赤字が出るということは、納付金以外にもそ

の年度で足りなくなったら県に上げなければならないということになるわけですか。もし今答え

なかったら委員会で結構です。そこの疑問があります。納付金の、示した納付金以上、町が医療

費として結果で出た場合に、その分を上乗せしないといけないのか。私は、県はそういうふうに

言ってるって聞いていないんですよ。問いますので、わかれば教えてほしい。わからなければ後

で結構ですので、この疑問に答えていただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、山根修子君。

○町民生活課長（山根 修子君） 町民生活課長でございます。おっしゃるように、県が納付金と

して求めてきたものは、もうその年度は決定ですので、それ以上に求められることはございませ

ん。ただ、心配するものとして、例えばそのほかに支出が必要なこともありますので、そこらあ

たりは、もしも足りなくなったら、特別な何かが起きたらというところの心配がございます。

もう一つには、税収の問題があります。税収がその計画どおりにちゃんと集めることができた

ら、それは問題ないと思いますけれども、そこのところで何か特別なことがあって、計画どおり

に集めることができなかったときには、払う金額というのはもう決まっておりますので、そこで

不足が生じてくるという不安はあります。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 次に行きます。
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議案第５号、平成２９年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第６号、平成２９年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第７号、平成２９年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号）、質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第８号、平成２９年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）、質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第９号、平成２９年度南部町病院事業会計補正予算（第２号）、質疑ありませんか。

１２番、亀尾共三君。

これは第９号ですね。

○議員（12番 亀尾 共三君） ええ、病院会計。

○議長（秦 伊知郎君） はい。

○議員（12番 亀尾 共三君） 説明を受けた中で赤字の部分があって、それは留保金で補填する

ということだったんですけども、そうしますと現在のところ残高、幾らあるんでしょうか、留保。

（発言する者あり）内部留保金。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。今現在といいましょうか、平成２

９年度末は、内部留保資金につきましては２億７，３６２万２，５６５円を予定をしております。

以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 亀尾議員、よろしいですか。

○議員（12番 亀尾 共三君） はい。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとります。
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午後１時１０分休憩

午後１時１２分再開

○議長（秦 伊知郎君） それでは、再開します。

建設課長のほうから説明を受けますので、よろしくお願いいたします。

建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。議案第２８号、平成３０年度南部町水道事

業会計予算について御説明申し上げたところでございますが、資料のほうに誤りがございまして、

差しかえと、説明した金額に誤りがございましたので、修正の説明をさせていただきます。

お手元のほうに６枚御用意させていただきまして、この６枚分が差しかえになるページでござ

います。実際の差しかえにつきましては、本会議、きょうの予定が終了後にこちらのほうで差し

かえ作業はさせていただきます。

最初に説明だけをさせていただきます。まず、最後のページ、３７ページになりますけども、

地方債の調書でございます。当該年度中償還元金見込み額のところに誤りがございました。１億

４７万５，０００円が正しい数字でございます。したがいまして、当該年度末の現在の見込み額

も９億４，９９３万円となるものでございます。

９ページのほうになります。３０年度のキャッシュ・フローの計算書をつけておりますけども、

９ページの一番下、資金期末残高のほうが６，６１１万３，０００円となるものでございます。

続きまして、１９ページになります。資産の合計が中ほどより少し上のほうにありますけども、

現金預金のほうの数字に誤りがあった関係で修正の説明をいたします。資産合計が２４億８，０

８５万６，４４６円となるものでございます。

続きまして、２１ページのほうです。真ん中ほど、負債資本合計が２４億８，０８５万６，４

４６円となるものでございます。

そのほかはお配りした差しかえページのほうをごらんいただきたいと思います。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 訂正箇所につきましての説明を受けました。

何か質疑はございますか。（「もういいわ」と呼ぶ者あり）よろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（秦 伊知郎君） それでは、きょう終了後、差しかえるということでありますので、よろ

しくお願いいたします。（「個人の差しかえもしてもらえる」と呼ぶ者あり）ええ、個人の差し
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かえもやらせていただくということですのでよろしく……（「置いておいて」「持っておけばい

いのね」と呼ぶ者あり）

休憩します。

午後１時１６分休憩

午後１時１６分再開

○議長（秦 伊知郎君） それでは、再開いたします。

議案第１０号、南部町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正につ

いて、質疑ありますか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回の特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正するということは、特別職で、町でいえば町長、副町長、教育長のいわゆる期末手当

の分を改正するということなんですよね。

そこでちょっとお聞きしておきますが、これの影響額、１年間での影響額というのは幾らにな

るんですか。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。議員御指摘のこの修正があった場合の金額幾らかと

いうことですが、合計額が年間で１２万３，９３０円となります。（「１２万」と呼ぶ者あり）

１２万３，９３０円となります。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

○議員（13番 真壁 容子君） はい。

○議長（秦 伊知郎君） じゃあ、次、行きます。

議案第１１号、南部町被災者住宅再建支援条例の一部改正について。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） この件は、我が南部町にもこの地震があったときがあったと思う

んですけども、これは県が、要は倉吉の中部地震によって県がこんないろいろ追加とか詳しく、

もっといいぐあいやったやつだと思いますけども、そのように解釈していいでしょうか。今まで

町があったんとは違うんでしょうかね。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、種茂美君。

○防災監（種 茂美君） 防災監でございます。先ほど議員が御指摘のとおり、このたびの県の
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改正は中部地震を踏まえての被災者住宅の条例改正のものでございます。

中身についてですが、今まで一部損壊世帯というのがありませんでしたけども、そういったも

のも追加になっておりますし、全壊世帯の捉え方等も若干よくなっております。そういったよう

なことで今回、条例改正が行われたものでございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

○議員（10番 細田 元教君） はい、オーケー。

○議長（秦 伊知郎君） じゃあ、次、行きます。

議案第１２号、南部町賀野地域交流拠点施設条例の制定について、質疑ありませんか。よろし

いですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 議案第１３号、南部町太陽光発電基金条例の一部改正について、質疑あ

りますか。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） いいことですけどね、このように改正されては。要は、今の太陽

光発電会計は、今回の一般会計にちょっと新しいので繰り出すようになりましたし、結構基金も

たまって、今度、公募債で１億円返しても安定的な経営をしておりまして、今度はこの基金が使

いやすになったと。それはいろいろまちづくりに必要な事業ということでございますが、それに

合致するような事業があれば、ここにお金があれば何ぼかできるように幅が広がったというよう

に解釈してよろしいですね。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。議員おっしゃるとおりでございま

して、これまでは住民公募債でありますとか、維持管理費、それから起債の償還という形で、い

ろいろと基金をためてきたところでございます。

基金残高といいますか、基金額のほうが大体、今年度末で２億円ぐらいになるというふうに踏

んでおりますので、設立といいますか、できた当初のイメージからいいますと、広く住民のため

にこの太陽光の基金を使ってまいりたいというのが発端でありましたので、このたびこの改正に

よりましていろんな事業に活用することも可能というふうに変更するものでございます。ただし、

繰り上げ償還とかそういったことも今後発生する可能性ございますので、活用事業についてはも

ちろん議員の皆様方に御説明しながら、御相談しながら活用してまいりたいというに考えており

ます。以上です。
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○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） この今回の、先ほど細田議員がお聞きしたように、今回のこの条

項をつけ加えることは今までになく、まちづくりのために必要な事業だと認めた場合には使える

ということになるわけですよね。これ、南部町太陽光発電の基金、これ特別会計にしてるという

ことは、特別な目的があったからしたと思うんですよ。なるほど、住民のために使うということ

については私も賛成ですが、住民のための使い方もいろんな使い方があると思うんですよ。

今回は、全協でお聞きしたこのお金は、ＪＯＣＡが来るお金の８，０００万のうちの半分をこ

こから出してくるということになるんですね。そこの場所でまたその補助金の根拠、どれだけの

金額が妥当かという根拠はお聞きするんですけども、私は、基金が特別会計で出てくる積み立て

についていえば、少なくともここでやっぱり借金してるわけですよ、太陽光つくるのに。そうで

すよね。この借金のさっき繰り上げ償還もあると言ったんですけども、これを見越しながらじゃ

ないと、なかなか基金として取り崩していいよということにならないんじゃないかというのが私

の意見なんですよ。ほかにも減債基金等もあるし、まちづくりに使えるというのあると思うんで

すね。そういう点では、この使い方どう見ていくかという問題があると思いませんか。

それと、もう一つには、これつくることに賛成してきたのは、もちろんまちづくりは大賛成な

んですけども、太陽光つくるときに自然再生エネルギー、それと原発問題がありましたからね。

あのときに個人でできないけど、町がかわりにやってくれるということで賛同があったと思うん

ですよ。とすれば、それを何に使っていくかというときには、そこに大きく掲げた自然再生エネ

ルギーへの挑戦とか、そういうところでのやっぱり計画が要ると思いませんか。心配しているの

は、何でもかんでも何ていうのかな、まちづくりというのは、やっぱり町の方向ですよね。そこ

に全部使っていくというのもどうなのかなという意見、私、持ってるんですけど、どうでしょう

か。

それと、入ってくるから借りた借金は返せるんだといっても、特別会計である以上、そこの保

障というのはどうするのかなというのあるんですけど、どうなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。借りたものを早期に返すというのは基本だ

というふうに思っております。ただ、逆に住民への利益還元がおくれることも確かだということ

も考えております。だとすれば、その両方のバランスを見ながら事業を運営することが肝要では

ないかというふうに私のほうは思っているところでございます。住民の皆様からお借りしました

１億円、このたび返しますけれども、まずそこは返させていただいて、この後のまちづくりの事
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業につきましては、より一層検討していく必要があるかなというふうに考えております。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 次の予算とも関連して聞くんですけども、町長にお聞きしておき

たいのは、私が予算見たとき思ったのは、そうか、ＪＯＣＡのお金をどっか持ってこれなく、こ

こからの基金とここからの基金を持ってきたんだなと。それでも、少なくともこういう事業に補

助金を使っていく場合には、補助金のルールが要ると思ったんですよ。幾ら基金があるからとい

ってそこのを持ってくるというのは、これいわゆるつかみ銭というもんじゃないですか、町長。

それで思ったのは、今回、太陽光発電基金条例の中に、このまちづくりのために必要な事業を

入れた場合、町長としては当初からこういうふうにしようと思ったわけですか。それとも、まだ

ほかにこのまちづくりのために必要な事業ってどういうこと考えてるんですか。それを知りたい

んですよ。

住民にとっていえば、住民の暮らしが大変で、町の基金等を暮らしを支える側に使ってほしい

ということもあるんですけど、こういうふうにしたら何にでも使えるということになりますよね。

今回については、これは明らかにＪＯＣＡがするから今回つくったわけでしょう。その辺はどう

なんですか。なぜこれを変えて使うのかということについていかがでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。まず、今回のこの条例改正の一つの大きな目的の一

つは、当初、先々が見えない中で、じっくりと安全側で５，０００幾らだったか、５，０００万

台の収益を見ながらやってきましたけど、議員も御存じのように、実際には７，０００万近くの

収益が上がるような安定構造ができてきました。それから、売電状況も思った以上に下がらずに

安定してきました。そういうことの積み重ねで２億ほどの基金が造成できたこと、さらには今回、

平成３０年度で町民の皆さんからお借りした１億円が、返してでも、今後のきちんとしためどが

立ってきたと。

こういうことを踏まえて、じゃあ、次の段階としてはこのお金をどういう方向に使っていくの

かということを考えたわけです。もう少しエネルギーの、太陽光エネルギーだとか自然エネルギ

ーに特化したような補助金ということもいろいろ考えたわけですけれども、今それをやっても現

実に、では皆さんにこのお金が本当に還元できるかどうかということを考えました。御存じのと

おり、このお金は国民がＦＩＴという格好で皆さんが一部電気代としてため込んだお金だという

考え方もできますので、町民全員が一定恩恵を受けるものに使うべきだろうと、このように思っ

ています。今回のＪＯＣＡの生涯活躍のまちは、まさにそのとおりでございまして、町民全員の
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恩恵もあるだろうと、このような判断の中からこの太陽光発電のお金を使わせていただこうと、

こういう判断に至ったところでございます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） そこですよね。こういう、住民から見たらこうなりませんか。太

陽光に町のお金を出して、でも自然再生エネルギーは大事なのでやっていきましょうと。もうけ

も出ました。これは目的に使うというんですけども、今回、何に使うかって温泉掘るのに使うん

ですよ。それ全住民に還元することですか。温泉を掘るお金使うから、一般財源使い切れないか

ら基金を持ってきたわけでしょう。違うんですか。そこですよ、やっぱりきちっと住民に説明す

べきやと思うんですよ。そう思いませんか。私が住民に説明を求めるんやったらそう言うんです

よ。このお金は、たまっとった分を今回温泉使うものに使いますよというふうになるんですよね。

それが本当に合意得てるものであればいいですけど、まちづくりについて賛否両論ある中でやっ

ていくというのは私はどうかなと思うのです。

今回の分は、もう明らかに、今後もとありますけども、このために使うための条例改正だとい

うことですよね。その確認をしておいて質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 質問だったかどうかよくわからないんですけども……（発言する者あ

り）御質問ですね。（「はい」と呼ぶ者あり）

ＪＯＣＡに対する補助金という側面がございます。ＪＯＣＡが投資します額に対して５億円前

後の投資をしようということでございますので、一定、企業誘致的な意味合いもあると思います。

さらには今真壁議員が言われましたように、温泉掘削という問題もあります。これは今ここに生

きる我々ばかりではなくて、まだ生まれてこない子供たちの先々まで大きな財産になるだろうと、

このように思ってます。かつ、試験探査の中で非常に有効なデータが出たということ、さらには

掘削する会社もこのあたりで非常に過去に実績があって、能力も高い、確実に出すだろうと、さ

らに出るまで掘るというぐあいに言ってますので、これは一つの将来にかける大きな財産になる

だろうということで、皆様の大切なお金を使わせていただこうと、こういう判断に至ったところ

でございます。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第１４号、南部町国民健康保険条例の一部改正について、質疑ありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第１５号、南部町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について、質疑ありませんか。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） 済みません、１つだけちょっと流れを教えていただきたいですが、

この条例見ましたら、要は住所地特例が後期高齢者医療になってで何か、この流れがちょっとわ

からん。自分が国民健康保険で南部町おりました。私が米子に行きました。例えば米子はいけん

な、鳥取県一本になったけん。島根県に７５歳になって行きました。そのときのこの流れがどげ

な、住所地特例というのは、昔、もともとおった住所がついて回るというような意味ですが。こ

の後期高齢者医療になってもいくって、この辺が流れがわからんですが、ちょっと教えていただ

けますか。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、山根修子君。

○町民生活課長（山根 修子君） 町民生活課長でございます。まず、住所地特例の流れについて

説明させていただきます。住所地特例というのは、住所を変えても出身町がその経費を持つ、そ

れから出身町に保険料を払うというものでございます。

国保のほうも後期高齢のほうも今までは、その住所地、例えば施設に入られたときが適用にな

るんですけれども、南部町のほうから松江市のほうに住所、松江市の施設に入られました。そう

すると住所を変えられます。そうなると松江市の保険ではなくて、南部町の保険が適用になると

いうものでございます。これは国保も後期高齢も同じことだったんですけれども、実は、今まで

は例えば６５歳になったときに国保のままで施設に入られました。そうすると松江の施設に入ら

れたときは、国保の住所地特例で南部町のほうが費用を支出しておりました。そのまま７５歳に

なられたときに後期高齢になられます。そうしたときには今までの法律ですと、今度は７５歳に

なられたときには、松江市の保険というふうに変わっておりました。これをこのたびの改正で、

６５歳になったときに松江市に住所地を変えられて、国保のときに南部町の住所地特例だった方

がそのまま７５歳になられたときにも、南部町の住所地特例になるというふうに制度が変わった

ということになります。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。（「あとは詳しく委員会で聞く」と呼ぶ者あり）

次、行きます。

議案第１６号、南部町特別医療費助成条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第１７号、南部町体育施設条例の一部改正について。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） 我が地域のことでございますので、きちっとお聞きします。

条例がきちっとなったということは、もうあそこを東西町スポーツ広場で登録して、文言の整

理、所要改正を行うだけのものです。要は、スポーツ広場がまだ住民、地域の人やちの要望、要

請にまだきちっと全部整ってないですけども、一応、先、条例を文言の整理等の行うんもつくっ

たということで解釈していいかということと、あといつになったらきちっと運動場できるのか、

ちょっとこういう場所でいけんです。お願いいたします。教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長……。

○議員（10番 細田 元教君） いや、建設課長だがん。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。まだこの予定地というか、工事中でござい

ますけども、３月末の完了ということで工事を今現在実施してるところでございます。

広場部分につきましては、駐車場も含めてやってるところでございますけども、それまでの道

路のほうを、こちらのほうは町道として整備するということにしておりまして、３０年度の予算

のほうにも計上させていただいておるところでございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第１８号、南部町上水道給水条例の一部改正について、質疑ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回の上水道給水条例は、いわゆる新規加入金を統一するという

内容ですよね。それで、その新規加入金は旧西伯ですね、西伯の上水道に合わせるということで、

出てきているのを見ますと、メーター口径区分が、１３ミリが３万２，０００円ということにな

ると。これはこれまで簡易水ですね、東上、西伯地区のね、上中谷、また鍋倉や馬佐良の方々が

３８万を超える加入金であったのが、３万２，０００円でするということになるわけですよね。

これですね、この表を見て言いますと、２０口径以上は会見のほうがちょっと安かったんですけ

ども、西伯のほうに合わせるということになっています。

ここで私は、住民が利用するときにどうかということなんですけども、多くの一般世帯という
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のはこの１３口径だというふうに理解しておっていいわけでしょうか。

それと、これを２０、２５、４０、５０についても西伯側に合わせた理由というのをちょっと

教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。一般家庭の使用口径につきましては、１３

ミリでございます。

それと、２０ミリ以上について西伯側に合わせたということになるんですけども、このたび公

共料金審議会の答申もいただいておりますが、近隣の自治体、市町村と比較したときに標準的な

ものが西伯地区だったということでございまして、その西伯地区にこのたび合わせて改正をする

ものでございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですね。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） ちょっと確認です。一般家庭については３万２，０００円でいく

ということですね。

そしたら、あとの２０、２５、４０、５０、７５以上というのは一般家庭でなくて、これ営業

用だということで理解していいわけですね。営業用等については、西伯側に合わせたら会見地区

も高くなるわけですね。それでいくということにするということですね。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。２０ミリからのものにつきましては、公共、

営業用ということになります。したがいまして、西伯のほうに合わせていくということになりま

すので、旧会見地区から見れば高くなっていくということでございます。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですね。（「はい」「ないです」と呼ぶ者あり）

議案第１９号、平成３０年度南部町一般会計予算。

質問は簡潔によろしくお願いいたします。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） もうこれが最後だと思います。当初予算についてお聞きします。

総括でございます。

町長に１つ聞くことと、まず具体的なのは……。最後、町長に言いますけど、具体的なことを

お聞きしますが、当初予算の歳入歳出の総括みたいなことですが、町税が前年度比べてふえてん

ですね。これは本当に我が町でそんなに景気がいいのかなと思ったりしておりますが、その状況
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についてお聞きします。

それと、いろいろ町長とか総務課長からお聞きしました地方交付税が一本算定にしてだんだん

と国も絞ってまいりましたように聞いておりますが、今回は去年よりもふえておりますし、だけ

ども、国庫支出金とか県の支出金やちが減額になってんですね。こんな中でも地方交付税や特別

交付税はふえるんだろうかという疑問が起きましたので、その点を個別にお聞きしますとともに、

町長には総括的に、きのう、町長の提案理由をお聞きしました。五つの挑戦で、なんぶ創生、こ

ども達がいきいき育つ環境と人材育成、健康長寿のまちづくり、人と地球環境にやさしい共生の

まちづくり、行財政を進めるという大きな５本柱でこの予算を恐らくしたというようなことを総

務課長が言われましたが、町長、この５本柱で特に今回当初予算ではこれとこれとこういうとこ

ろに私は力入れてます、特色のある事業はどういうところか教えていただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。まず、交付金についてお答えしたいと思います。

先ほど申しましたように、交付税につきましては２９年度で３４億幾らになりはしないかと考

えております。その実績に応じて考えておりますし、それからほかの交付金等につきましては、

これも実績を見て考えております。以上であります。（「税務課長」と呼ぶ者あり）

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長です。細田議員の町税の関係でお答えします。

まず、個人住民税ですけども、約１，３５８万ほど増額しておりますけども、平成２９年度の

実績によって伸ばしておりますけども、給与所得の方の収入で課税になる方がちょっとふえてい

る傾向にはあります。

あと、固定資産税のほうですけども、家屋のほうが平成２７年度の評価がえから３年間、評価

がなかったので、新築物件がどんどんどんどん積み重なっていって、前年ちょっと絞ってた関係

でちょっと伸びてるように見えますけども、これが一般的な傾向で、評価がえの後どんどん伸び

ていって、また３０年度の評価がえでどんと落ちていくという格好になるのが、固定資産税の家

屋の流れになっておりますので、ことし最後の伸びということで３０年度はちょっと少し落ちる

んですけども、３０年度は物価上昇指数が０．９から０．９５に変わっておりまして、０．０５

％伸びておりますので、本当は落とすところが例年ですけども、横ばいで固定資産税のほうは計

上しております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。五つの挑戦ということに御質問いただきました。

－６０－



五つの挑戦の中で、施政方針の中で申しましたけども、地域の人口減少や高齢化の問題が、こ

れは避けて通れません。区長様方とお話をしてもやはり顔が曇るわけです。地域の活力がなくな

った、若い者がおらん、農業に至っては次の後継者がいない、こういう非常に、この視点から見

れば南部町の現在は非常にピンチです。これを何とか元気のあるまちに軌道を修正する、いわゆ

る人口は縮小しながらもその厚みを増す、ここの地域の価値観を高める、私はこれしかないと思

ってます。人口減少は日本中で起きていますし、南部町だけがひとり勝ちするようなことはあり

ませんけども、南部町の豊かさや、この町に住んでよかった、この町はすばらしいと胸を張って

言える、そういう町に育てていくことは、これは可能だと思っています。その中として３つ、地

域の経済と、地域の生活と、そして地域の文化というものに今回特に視点を入れさせていただき

ました。

地域の経済では、先ほどから御質問がありましたけれども、生涯活躍のまちを最後のチャンス

だと思って取り組もうと思っています。青年海外協力協会ともいい関係が築けています。この関

係をさらに前進させていくために、今回も予算の中で反映させていますし、手間地区では先日、

新たな会社をつくるということで、地域の皆さんが来ていただきました。まちづくり会社がまさ

に、自前のまちづくり会社の第２号ができると私は大変喜んでおります。手間地区のこのまちづ

くりにもしっかりと支援をしていきたいと、このように思ってるところでございます。この中で

は、都会から来られる女性がゲストハウスやカフェ、またイノベーションを皆さんとしていく、

こういう夢を語り合いながら地域をつくっていくということに大変期待をしてますし、これがま

た一つの地域の経済に活力を与えると、このように期待してやみません。ほかにも起業支援であ

ったり、農業支援であったり、こういうことに力を入れようという予算編成をしております。

生活の問題です。地域生活といいますのは、地域の中で１００歳時代をどうやって生きるのか

ということになります。移動するための手段、皆さん高齢化していけば、いつかは車の運転から

離れなくてはいけない。かといって、公共交通に、では乗っていただける現状にあるかというと、

まだまだそういう環境にないと思います。公共交通を使うということにも一定なれていただかな

くちゃなりませんけれども、その対策の一つとしてデマンドバスを今回平成３０年度から運行し

ようと思っています。この使い方によってどのぐらい地域の中で利用が上げられるのかどうか、

これも一つの指針になろうと思っています。南部町が誇る保健・医療・福祉の連携をさらに進め

て、高齢者になっても安心して地域で暮らせる、そういうシステムをさらに力強く進めていかな

くちゃならないと思っています。

子育て支援についてもいろいろな支援策を設けております。小さなことでいえば、放課後児童

－６１－



クラブのおやつ代を今回直接町が面倒を見るという政策にいたしました。別個に今まで取ってい

ましたけれども、おやつ代もその中に入れようと、このように思っています。子育て広場につき

ましても予算化をしようと思っています。

自主防災組織への支援や、先ほどから出ています病院への一定の考え方、そういうものも今回

の予算の中に含んでおるつもりでございます。

地域文化でございますけれども、地域の誇りや愛郷心、小さな町でもうつむかずに堂々と胸を

張っていく、そういう、南部町出身ですと言えるような子供をつくっていくということは私たち

の願いであり希望です。そのためにも高校生サークルや新青年団、こういう方々にしっかりとま

た支援や一緒に考えていくということ、さらには行政のあり方等も一緒に相談しながら進んでい

く、こういうやり方が必要じゃないかと思っています。

桜の保存、里山デザイン大学への支援、そういうことでみんなの里山活用事業等にも今回補助

金を出してるところでございます。特に今回は竹林整備ということで、熊本のほうのＮＰＯに竹

灯籠を使った、その竹を竹灯籠にかえて、そのものを最終的にまた炭にして田んぼに戻す。イベ

ントをすればするほど竹が減っていくようなそういうシステムを、今回熊本のほうから呼んで、

地域の中でそれを根差した文化にして、南部町の桜であったり、または南部町の蛍であったり、

そういうところで使うイベントにそういうことをすることによって、竹林を減らしていく、里地

里山を守っていく、そういう少し夢のような話になるかもしれませんけど、そういう御提案もい

たしています。

地域の経済や地域の生活、地域の文化を守ることに今回特に重点を置いた予算編成を心がけま

した。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。

９番、景山浩君。

○議員（９番 景山 浩君） 私もちょっと町長の所信のところから。

今、細田議員からも商工業関係の支援や企業誘致、起業支援を進めと、そして地域経済を活性

化させる必要があるということで、そのことの細かい中身については御返答があったんですが、

大ざっぱな考え方ではありますが、今回の、ことしだけではありません。一番最後の予算説明書

のところに円グラフ、議会報でも載っけますが、民生費が何％、総務費が何％というふうにずっ

と円割りがしてあります。

よその町のこの円グラフと比べると一番特徴的に違うのが、商工費の部分というのがよそは細

いなりにも幅があるんですが、南部町の場合はほとんど線だったり、今回は線にもならずにその
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他多数みたいなところで０．５％ぐらいです。そういう力の入れぐあいになってるというのは、

必要がないのか、商工業をあんまり携わっている事業所が少ないのか、そこら辺はどういうふう

にお考えになってるというふうに私ら、受け取らしてもらったらいいのかなと。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。ざっくりの話で申しわけありません。南部町は、中

心産業は農業です。とはいいながらも、原工業団地を中心にＮＯＫ、ＴＶＣ等の企業群が他の市

町村に比べて非常に強い優良企業を持ってきてるということが、鳥取県西部の中でも非常に評価

は高いところです。

ただ、それでこれから先々いいのかということになりますと、やはりもう少し商工業というも

のをしっかりと根差さないと、町の暮らしというものに直接影響してこないと思います。なぜか

といいますと、二十数％しかその企業にお勤めになってないわけです。あとの８０％弱の皆さん

は、ただただ米子近隣から来てるわけです。南部町の活力に、暮らしに直接影響がないというと

ころが弱点だろうと思っています。そういう中でぜひとも、農業であれば６次産業化、今回フリ

ーズドライの機器等を試験的に導入しながら、南部町の果実農家の皆様に新たな挑戦の材料を行

政が支援しながら、まずはやってみるということに挑戦しようと思ってます。

いろいろなコラボレーションも考えられると思いますけれども、まだまだ青果だけで一辺倒で

勝負するんではなくて、そういう新たな加工技術を設けてやっていくことによって道は開けるん

じゃないかと思ってます。また、そこには必ずや加工ばっかりではなくて誰かが売らなければい

けません。売らなければお金になりませんので、そういうところでも商工業の可能性はあると思

ってます。

今この円グラフの中で、やはり狭いといいますのは町単独費がほとんどを占めてるからだろう

と思ってます。もう少し大きく、じゃあ、自分も何かやるから、例えば６次産業化やるんで支援

してもらえないだろうか、もうどんどん言っていただければ、それに対して支援もしたいと思っ

てます。そういうチャンスの場はありますけれども、残念ながらまだそういう風土に達してない

ということが、町長としては少し残念に思ってます。ここをスタート点にしながらいろんな可能

性を探ろうと、このように思っています。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。ほかにございますか。

５番、白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 私も町長の提案理由説明書から少し伺っていきたいと思います。

今、我が町も少子高齢化という、いわゆる静かな災害と言われておりますが、私、特に心配し
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ておりますのは、平時よりも非常時、平時よりも大きな災害起こったときに、町の核となってお

ります地域の力、集落の力が大きな鍵になると思っております。

そのときに私、昨年のある地域で運動会に行ったとき、小さな集落の方々が、あの若い人は誰

なんだと私によく聞かれました。自分の集落の方ですよと言ったら、若い者はわからないからね

と。私はちょっとびっくりしましたが、やはり同じ集落の中でも顔がわからなくなってしまって

いるのかなというのが、ちょっと心配しておりまして、もし何か大きなことがあってライフライ

ンが破壊でもされたときには、やはりみんなでまず食べること、排せつをすること、寝ること、

この初期対応ぐらいは地域でしてほしいなと思っておりますし、また、そういう訓練をすること

で集落の中で一体感も生まれる、いわゆる集落総合力というものを発揮してほしいなと思ってお

りますが、ここから質問ですが、町長、地域円卓会議というのを去年からされておりますが、こ

としはどういうテーマで円卓会議をされるのかなという質問にさせていただきます。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。円卓会議の御質問いただきました。

やっとこの前、大国地区で１周目の９３の集落の代表の皆さんとの会合がやっと終わったとこ

ろでございまして、次の問題を何にしようかと、これから議会が終わり次第、考えなくちゃいけ

ないと思ってるところでございます。

今言われましたように、防災であったりというのは大きな問題だと思ってます。集中豪雨があ

ったときにどうやって逃げるのか。自主防災組織の組織率というものを何とか上げたいし、実効

性ある組織にしたいと思ってます。今、集中豪雨に遭う災害はもう人ごとではありません。こと

しの夏、南部町で起きるかもしれません。そのときにどうやって逃げて、３日間どうやって暮ら

していくのか、これを具体的にやはり住民の皆さんと相談し合っていかなくちゃいけないなと思

ってます。

それから、今言われましたように、少子化の問題、地域の中で次の世代がいないと言われてい

ます。ですが、白川議員が言われましたように、思い起こせば昨年の会見の運動会に私も行って

びっくりしました。あれだけ若い人がどこから湧いてきたのかというほど、若い方たちたくさん

おられました。この力をやはり町として使ってないなと、これよくよく考えれば確かにそのとお

りだと思います。使ってないんだと思います。こういう方々の知恵や力というものをどうやって

行政に結集していくのかということもやっぱり大事な問題だろうと思ってます。

悩んでるばっかりではなくて、まずは町長として出かけていきますので、ぜひそういう機会を

いただきまして皆さんと御意見交換ができるといいと思ってます。以上です。
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○議長（秦 伊知郎君） 白川議員、よろしいですか。

１２番、亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 亀尾です。この当初予算説明資料を見て、３ページなんですけど

円グラフがあって、その中で増減の主なものということが各総務費だとか民生費、関連のところ

にくくってあるんですけども、その中で減額になった分、そしてふえた分、いろいろありますね。

私は、減額になった部分で、例えば産業関係、農林業関係なんかは恐らく要綱に合わなかった

んで、予算立てしたんだけども、去年だったけども、なかなか実績がなかったんでということで

減額になってると思うんです。

私が言いたいのは何かといいますと、予算立てしたと。しかし、結果が、予算を使ったのがこ

れだけで終わったんだということで、何が言いたいかといいますと、小・中学校の空調システム

なんかで、これは結局減額になったということで、このたびはもちろんもう終了してるんでそう

なんだけれども、私は、少子高齢化が特に叫ばれておって、町長も言っておられます、人をこの

いけるのを、引っ張り合いこやってもなかなか限界があるということなんですけども、私はやっ

ぱり町の人口をふやすためには、若い人に魅力あるそういうまちづくりをやっぱりやるべきだと

思うんです。

若い人に魅力があるということはどういうことかいいますと、私が言いたいのは、子育てのそ

ういう人たち、その人たちがやっぱり入ってくると、移住していただければ活力も出るしという

活気も出る、元気も出るというぐあいに思うんです。

私は、去年の教育費はそんなに減ってない、むしろ変わってないような状況なんですけども、

こういうこと、つまみ食いしますと、そういうことで去年やっちょった事業がもう終了したんで、

それまでの予算立てなくてもいいからというんであれば、やっぱり去年積み上げた分のほかをほ

かのことに利用する、いわゆる有効に予算を使う、このことをやるべきだと思います。

町内の方に聞きますと、特に貧困が、貧困と言やあ失礼なんですけども、生活が苦しくて大変

だということで、子供に対する子育てに使うお金が非常に大変だということなんです。だから、

そういう点からいえば、やはり教育のほうにもっとつぎ込むべきだと思うんですけども、そのよ

うな考えではどうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、答えられますか。

教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 教育長でございます。教育費をもう少しようけにしたらというお話だ

ったんだろうと思いますけれども、最初から金額ありきで少なくとも私自身は考えていないわけ
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でありまして、まずやっぱり教育行政を進めてきている中で、次の一手にきちっと予算をつけて

いただくというのが一番まずは大事なことであろうというぐあいに思っております。それ以外の

教育にかかわる部分というものにつきましては、全体の予算の中で町長のほうとまた相談をしな

がら予算化をしていくいうことだろうというぐあいに私自身は思っております。

○議長（秦 伊知郎君） １２番、亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 当初予算を今さら組み替えせよなんていう、そんな無理なことは

言いません。ただ、今後３回、３の定例会がありますね。その都度やはり予算を見られて財源の

ことを考えられて、ぜひ先ほど言ったように子育ての特に厳しい家庭の子供たちに手厚くやるよ

うな予算をぜひつくっていただきたい。このことは答弁要りませんが、要望として聞きとめてい

ただきたいと思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありますか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） ３０年度予算に当たり、質問いたします。

まず、１点目、地方交付税のことは同僚議員が聞いてくれたんですけども、複合施設の論議の

中で出てきたのが平成、いわゆる合併特例債の期限延長ですね。これは新聞等でもやっぱり５年

間の延長ができるのではないかということが言われているんですけども、現執行部としてはどん

なふうにつかんでいて、今後の計画にどのように利用しようとしているのかというのがあったら

教えてほしいというのが１つです。

それと、もう一つは、次は、いわゆる地域創生推進交付金のお金の使い方です。これは生涯活

躍のまち推進プロジェクトをつくって、ＣＣＲＣ日本版。採用されて地方創生交付金が来ていま

す。この一覧表を、委員会で結構です、一覧表をつくっておいていただきたい。この地域創生推

進交付金を使いながら、半額は国から出るけども一般財源を投入してるということを、今回ＪＯ

ＣＡの連携事業も入れたら、金額が一般財源の持ち出しが１億円超えてきてるんですよ。

それで、一番の疑問は、たくさんよそから来てくれてにぎやかになったり、人口がふえること

は誰も反対しないと思うんです。でも、町長がよく言ってるように地域内循環で、今この町で暮

らしている人たちが少しでも暮らしが楽になるように、町政が応援しているような町になってい

ってるんだろうかといったら、私は空回りしてるんちゃうかなと思ってしまうんです。

どのような財政投入も、まずは住民の暮らしを豊かにすること考えたら、地域内循環で町民が

より豊かになるお金の使い方を最優先にして考えないといけないのではないかと思うんですよ。

そのときに地方創生推進交付金のあり方ですね、このあり方の是非と効果はやはり検証されなけ
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ればならないんではないかと思うんですよ。

本当にこの町に合っているまちづくりであればいいけれども、今この中で見ていましたら、ま

ちづくり会社を支援するお金に使っている。今度のＪＯＣＡの連携事業に使っている。それとあ

とはみんなの里山に使ってへんな、サテライトの拠点施設、手間地区のですね、このようなとこ

ろに使っていってる。いわゆる投資的なところに使っていってて、中身はハードではないけれど

も、このようによそから来る方々の受け皿ないしは活性化のためにって、こういう使い方なんで

すけど、この使い方が本当にどういうふうに検証を今後課していくのかという点でどう考えてる

のかという点ですよ。

それと、もう一つは、このお金の使い方。例えば先ほど出ましたが、これはぜひしておいてほ

しいよね。今回８，０００万を使うと言ってる、ＪＯＣＡに。ＪＯＣＡの賛否あると思うんです

よ。私も反対するものでありませんが、ここに当初は、住民から見たら、どうも来るところは温

泉掘ってくれるんだと言いながら、温泉費用が町が出すという予算なんですよ、今回。ちょっと

話が違うのではないかなというのが素朴な疑問です。

それで、来る側から来たら、ＪＯＣＡが例えば施設をつくって運営する団体にならないと思う

んですね。恐らく福祉団体が、福祉法人等がするかとも思うんですけれども、来る側から見たら、

幾ら福祉法人とはいっても、人を投入する以上、何らかの利益なり運営費が出なければできるわ

けないんですよ。それを考えた場合、例えば温泉が、町が費用持つ、法勝寺高校跡を解体して更

地にしていく。土地は向こうが、業者が、来る人が買うというんだけども、本当に温泉が出なか

った場合、来ると言ってますか。もしそうであれば、温泉掘る費用も向こうが見たはずなんです

よ。なぜこれを準備しなければならないのかというのがわからないんです。そのわからない費用

に８，０００万投入するときのお金の出し方です。この８，０００万をどういう根拠で８，００

０万としてるのかというのわからない。これでは幾ら誘致企業で来るからいいといえば、今後誘

致企業から来る人の規模に合わせて１割程度お金出すというのであれば、全部同じようにしない

といけないのではないですか。少なくともそのお金の出し方についての根拠が欲しいが、その点

どう考えるのか。

それと、もう一つは、サテライト拠点施設の整備事業で、町長は若い方が帰ってくれたら地元

がやる気になっているというの、それは大いに結構だと思うんですよ。でも、誰が考えたって、

中をつくって民泊のようなものをするとか喫茶店のようなのをするといっても、そこで採算が成

り合ったらみんなするんですよ。県があんなに民泊呼びかけてできなかったのは、採算とれない

からですよね。株式会社をつくった、そこに今度、三千何万を町が補助金出すと言ってるんです
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よ。もらうほうも大変です。この補助金出した後始末どうするんですか。よりほかに手を挙げた

ときにはどういう基準で三千何万出したと説明するんですか。この説明が要ると思いませんか。

少なくとも是非は議決の中でも賛否両論が出るかもしれませんが、私は特にサテライト拠点施設

整備事業に出す補助金の根拠ですね、ルールが要る。

それと、ＪＯＣＡに出すお金の８，０００万についても、このお金の出し方の根拠は示さない

といけないと思いませんか。ルールをつくっていただきたい。どういう場合には町がこういうお

金出しましょうというふうにしなければ、どこで判断してるのかということになるんですよ。そ

ういうことが、してほしいと、するべきではないかという点についてどう答えるかということで

す。

それと、次の３つ目の点は、まちづくり会社を町が全額お金出してつくって、ふるさと納税の

７割だかを出していこうと言ってます。今回それで平成３０年度は４，０００万円のふるさと基

金が入ってくる予定にしておって、予定どおり２，８００万円をまちづくり会社に出すと書いて

あります。ところが、今回出された町の資料は、１１月段階ですけども、入っている寄附が約２，

１００万。半額なんですよ。それが現時点で幾らかわかりますよね。ちょっと教えていただきた

い。なぜかというと、平成３０年度、４，０００万と書いてあるからですよ。その４，０００万

の根拠で２，８００万円をまちづくり会社に出すと書いてあるんです。これが本当に４，０００

万円が来るのかというところを教えていただきたいというふうに思います。

それから、済みません、もう一つです。忘れてた。それから、いつも出していただくんですけ

ども、この資料見る限りでは町職員数の数がわかるんですけども、別々に各課ごとに出ている非

正規雇用、非常勤職員の数というのが、自分で拾わないとわからないんです。執行部のほうで平

成３０年度は、職員の数わかりますが、非正規職員が何人いて、その方々がいわゆる何年、あり

ましたよね、何段階か。それを一覧表を出していただきたい。委員会で結構ですからお出しいた

だくよう要請します。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。先ほど御質問出ました合併特例債の件ですが、確か

に真壁議員のおっしゃいますようにたしか数カ月前の新聞にちらっと出ておりました。その内容

がたしか、ことしの秋にたしか議員立法で出す予定だとは記載があったと思います。それが５年

延ばすという根拠だと思っております。

あと、合併特例債の使用限度額なんですが、あと１３億程度残ってるはずです。ただ、南部町

におきましては財源が豊富というわけではありませんので、この使用に当たっては慎重に考えて
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いきたいと思っております。

それから、寄附金の額につきましては、ちょっと今手持ち資料ありませんので、委員会提出と

いうことでよろしくお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 企画監、中田達彦君。

○企画監（中田 達彦君） 企画監でございます。真壁議員から御質問ありました地方創生推進交

付金の是非、あり方ということが１つ目だったかと思います。こちらにつきましては、まちづく

り会社への支援、あるいはＪＯＣＡ連携事業、あるいはサテライトの整備というようなところに

も使っておりますけれども、そのほかにも産業でいいますと６次産業化ですとか、あとは福祉の

関係のほうにも充てておりますので、必ずしも外から来る人だけへの支援ということではなくて、

南部町が目指しております生涯活躍のまちづくりということで、町長からもありましたけれども、

地域の経済とかそういったところにも効果があるような使い方をしているものと考えております。

続きまして、ＪＯＣＡに対する８，０００万円の支援の根拠、考え方でございます。こちらに

つきましては、大きな考え方としましてＪＯＣＡのほうが考えておりますのは、法勝寺高校跡地

を活用しまして、地域の方々とか障がいのある方、高齢者、みんなが集うような地域交流拠点を

つくっていきたいということを考えておられます。その中に一つとして温泉の施設もつくりたい

というような構想でございます。

その中で町の支援といたしましては、その整備費用について社会福祉施設の整備費補助金とい

うのを使う予定にしておられるということでございます。こちらについては、国、県の補助金で

ございますけれども、こちらが当たるような部分については、そちら使っていただくこととしま

して、それが当たらない部分については町のほうでも支援をしていくというような考え方に至っ

ております。

８，０００万円ということなんですけれども、こちらにつきましては定額での補助金というこ

とを考えております。こちらの金額については他の団体等の例も参考にしながら、町のほうで幾

らが妥当かというところで予算上げさせていただいてるところでございます。

あとは、サテライトにつきましてですけれども、サテライトの手が挙がればどれぐらい、ほか

のところでもどんどん認めるのかということでございますけれども、現在のところ、生涯活躍の

まちの基本計画というのをつくっておりまして、今そちらに、今のＪＯＣＡの法勝寺高校跡地、

それから賀野のサテライト、これ今整備がもうすぐ完成しますが、賀野のサテライト、それから

今度、予算お願いしております手間のサテライトというのがあります。基本的にはこちらの計画

に掲げてあるものを今のところ整備の支援の対象として考えているところでございます。以上で
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ございます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 合併特例債が新聞に書かれてるのわかったんですが、町には、自

治体等には合併特例債の５年後の期限延長についてのどうのこうのというのは、今のところ来て

いないということですね。そういうふうに理解していいわけですね。

それと、もう一つ、寄附金が今幾ら入ってるのかわからないと、こうおっしゃるんですけども、

町が出された予算書には２，１００万までと４，０００万を予定してますよね。当然つかんでま

すよね、金額つかんでますよね。それ委員会で出るということですか。（発言する者あり）委員

会でということですね。わかりました。

それと、次です。最初に、地方創生推進交付金、なるほど、公共交通のあり方とかにもお金出

してるのわかるんですけども、福祉の問題と言いますが、このお金の圧倒的なものは企画関連の

分ですよね。お金が大きいんですよ、動いてるお金が。それで、国から来るお金だけだったらい

いけど、国と同額のお金が出てて、今回同額以上のお金が出てるんですよ……。出る計画立てて

るもんだから聞くんですね。

そこで、やっぱり補助金のこと聞きますが、ＪＯＣＡの法勝寺高校跡地は、私は手間のと違っ

て法勝寺が手を挙げてここつくりたいという分、違うんですよ。そうですね。ここに温泉施設が

欲しいと地元の方が言ったんじゃないんですよ。そういう話が出てきて、温泉掘るらしいでとい

う話が出てきて、その温泉を掘るのも、できたら温泉施設を持ちたいと言ったけど、温泉施設持

ちたかったら、持ちたい人が掘ったらええやないですか。それを町が何でしないといけない。こ

れ条件ですか。それ聞きたいのです。

それと、もう一つは、はっきりしないのは、このＪＯＣＡと言っておりますが、ＪＯＣＡが実

施団体になるわけですか。ＪＯＣＡが団体となって、国、県からの公共施設の福祉施設の整備補

助金を受けるわけですか。私、そうじゃないと思ってるので、どこが受けるんですか。ＪＯＣＡ

じゃなくて、だってＪＯＣＡはそんな運営する団体ではないでしょう。どこがするんですか。

（発言する者あり）そこですね。もしするとすれば、ＪＯＣＡの方が来るときに、町についてい

えば、町長も御記憶あると思います、住民には温泉掘ると町はお金かけないよと言ったんですよ。

それを何らかの形で出したいということは、私から見たら向こうが温泉出ることが条件なのかな

と思っていて仕方がないんですよ。なぜそのお金出さないといけないですか。

大事なことだとおっしゃいますが、地域内循環と言いますが、今法勝寺の町をめぐったら、法

勝寺の町にどんどんお店がなくなって、そこにあるお店の方も、例えば制服を扱ってるお店なん
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かは、よそから入ってきた方々にも制服を買うことになって、なかなかもう地元で商売するのが

難しいと言ってるんですよ。本当に地域内循環というのであれば、お金が少ない中でもその人た

ちやここの消費者を助けるためにどうするかという手を打っていいんじゃないですか。そういう

方々から見とったら空回りしてるんです、町のお金が。

今回のＪＯＣＡの分についてもお金が多いから言うんですが、８，０００万と一概に言います

けど結構な金額です。このお金を見る限りでは、温泉を掘るのと法勝寺高校跡地の解体なんです

よ。それをしないと来ないと言ってるんですか。その辺の説明をちょっとしてください。

それと、町長、先ほどから言うように、サテライトの拠点施設もそうですけども、言うから、

住民から声が上がっていいことだ、それにまちづくりのいわゆる町の計画の中に載っているから

お金出したのだというんですけど、それだけでは不十分だと思いませんか。

今後いろんなことが、手が挙がるときに、どういう考え方で補助金を出しましょうと言ってい

るのか。それが全くわからない。これ何回も同じこと言うんです。以前に企業誘致来たときも、

土砂が崩れたから幾らかお金が欲しいというときも議会で意見を二分したのが、やっぱり基準を

決めようということだったんですよ。誰に対して出すのじゃなくて、町で企業誘致来てくれた場

合には、こういう条件ではこういうお金出しますよということ決めておくべきじゃないですか。

そういうことなしに今回お金を、私は何回も一般財源から出しにくいから基金のお金出してるの

かなと思うけども、そういう意味では非常に出しにくいお金やと思いませんか、８，０００万と

いうのは。本当に住民が納得して、ＪＯＣＡが来ていい活動をしていこうと思うのであれば、そ

こがきちっと説明できなければいけないと思うので、説明をしていただきたいということですが、

いかがでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。今のこのＪＯＣＡの件につきましては、皆様にでき

るだけ丁寧にお伝えしながら御理解をいただきたいと思ってます。

まず、地方創生を進めるに当たって、企業と力を合わせながらやっていくという一つのベース

がございます。その中で地域再生法人といいますけども、これに町内ではまちづくり会社、なん

ぶ里山デザイン機構と、それからＪＯＣＡ、この２社を指定し、国の承認をいただいてます。し

たがって、どこでも、誰にでもこうやって推進交付金を出していくということにはならないと思

ってます。今、今度できますまちづくり会社、手間にできるまちづくり会社もそういう手続が必

要になってくるんじゃないかと思いますけど、このあたりについてはまた御説明もしたいと思っ

ています。
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そういう一定の地方創生に力になってくださる会社との協定をベースにしながら補助金を出し

ていくというのが原理原則だと思っています。今回、ＪＯＣＡにつきましては足かけ３年、ＪＯ

ＣＡと交渉をかけてきました。真壁議員が先ほど言われましたように、一番最初は、土地は町が

買って、入り口等の道路の移転だとかそういうことについて町が役割として補助金を使う。ＪＯ

ＣＡはそこの町の土地を借りて温泉を掘ると。その温泉についてはＪＯＣＡが面倒を見て、さら

にそこに福祉施設を建てるという構想だったんですけれども、まず、お金を借りるために、土地

としてはいわゆるＪＯＣＡの所有権がないと銀行からお金借りれないということもあって、限ら

れたＪＯＣＡも予算の中で動きますので、ぜひとも土地についてはＪＯＣＡの資産にさせてもら

いたいということでした。そこで、では何に対して補助金を出すのかということで、該当がなか

なかしにくいんですけれども、この温泉という問題でやろうということになったわけです。

ＪＯＣＡのやりますこの施設の中に温泉が必要になっていますのは、前にも申し上げましたよ

うに、このＪＯＣＡが進めてますのが、金沢の佛子園が中心になってやってますそういう方式で、

いわゆる人を集める道具として温泉を使ってます。決してその温泉が目的ではないわけですけど

も、裸のつき合いができる、障がい者と健常者、高齢者と若者、そういう者が一緒にそこに集う

ためにはやはり温泉が一番便利なツールだという考えのもとに、まず温泉を掘削します。しかし、

その温泉が出なければ来ないからということではなくて、温泉が必須のツールで幾ら温泉の温度

が低くても、それを沸かしてでも温泉として地域で利用していこうということだそうです。

現在、輪島市、それから岩沼市、それからこの近くでは安芸太田が同時に進んでまして、輪島

のほうは大体完成して、今、岩沼と安芸太田と、そして平成３０年度、南部町に着工しようと。

全ての場所がこういうスタイルをとっておりまして、南部町としても同等の支援をしていきたい

と、このように思っておるところでございます。御理解いただきますようお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 質疑の前に、先ほど言った非常勤職員の毎年出してもらってるも

のを委員会に出していただきますよう……。

○議長（秦 伊知郎君） この件につきましては、非常勤職員の人数につきましては、毎回資料請

求されています。当然、担当課で準備してるものと考えますので、特に資料請求ということは言

いません。（「出るの、出ない」「委員会で出る」と呼ぶ者あり）担当課で当然、準備してるも

のと考えていますので。

○議員（13番 真壁 容子君） 議長がそういうことですから、きっと出ることだと思います。

先ほどのお話ですけども、ＪＯＣＡについては議員がこれで一般質問もするのであれですけど
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も、町長がおっしゃったのは、住民がこの今年度の予算もほかのこともいろいろありますが、今

回の問題でいえば、ＣＣＲＣ取り組むに当たって、住民は、町長は、来るから何らかの支援をと

言いますけども、企業誘致してるところにみんなこういうふうにしてるわけですか、条件を考え

て町が何か補助しようということをしてるということですか。

地域再生法人には、ＪＯＣＡとまちづくり会社が国に認められているのは、そこに補助出すと

いうのであれば、先ほど町長も言ってた賀野地区のサテライトに補助金出すやり方というのはど

この金をどういう理由で出すんですかということになりませんか。

もう少し言えば、住民から見たら、地域再生でいろんな福祉施設が来るのに、どうして福祉法

人を、よその県の福祉法人が南部町に来ないといけないのか。例えば町内には、町内でも祥福園

もあるし、伯耆の国もあるし、西伯病院もある。それから、デイサービスをしているところでは

三上さんもあるわけですよね。この辺と協力しながら、町が温泉掘るけん、あんたたちが一緒に

やったらどうかというんだったらまだわからんことないんですけども、何でよその人が来るのに

温泉を、その佛子園というところから来るのに掘らんといけないんですか。

それで、もう一つ説明、一番説明欠けてるのは、ＪＯＣＡの話をしていてどうして佛子園が出

るんですか。どこでつながってるんですか。その説明が要りますよね。（「ちゃんと説明受けた

がん、ＪＯＣＡの所長が来て。さっき言った。理事長が……」と呼ぶ者あり）関係ないね、ＪＯ

ＣＡの理事長が、それは関係ないと思う。これＪＯＣＡというのは福祉法人じゃないんだもん。

そこが一緒の理事長やから寄るんだといったら、それこそ縁故関係になるやないですか。どうし

て国の補助金をいっぱいもらって、国がつくって、ＪＯＣＡですね、ここのこれ公益社団法人で

したっけ、ここが福祉法人の佛子園というところの話になるわけですか。いいか悪いかわからん

聞いてる。どうしてそれを、そこに来るからといって、国に認められたといって、ＪＯＣＡとま

ちづくり、株式会社という、この２つのことが認められて佛子園が来るということになるのかと

いうのがわからないんですよ。そこの説明ができないし、先ほど言ってた、ＪＯＣＡが仕事をす

るということになったら運営もＪＯＣＡがしていくということになるわけですか。それもよくわ

からない。これについて、やはりそういう住民のわからないとこで進んでると思いませんか。せ

っかくいいものをつくるので、もう少し住民に情報提供しながら、ここでこういうものしたいか

ら、地域の福祉法人はどう考えているのかということもあっていいと思うんですよね。それが条

件ですか、ＣＣＲＣの条件に乗るのが、ＪＯＣＡを受け入れて佛子園を受け入れろということで

すか。それがなぜそうなるのかというのちょっと教えてください。

もう３回目なっちゃうね。ほかのことも聞きたいんだけど……（「委員会で」と呼ぶ者あり）
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委員会ですけど、非正規の非常勤の分は出るということで座ります。その辺ちょっと答えてくだ

さい。どういうことなんですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 私も１回視察に行ったその内容や、それから佛子園の理事長がＪＯＣＡ

の理事長を兼ねてるということもありますんで、そこでそういうことになってるんだろうと思い

ます。ただ、もともと海外青年協力協会というのは、ＪＩＣＡ、海外青年協力隊の帰ってきた皆

さんをどういうぐあいに生かしていくのかということで、非常にこれもまた難しい問題だったと

思います。

１，０００人が行って、２００人は日本に帰ってきてそのまま仕事にまたつけるんだけれども、

８００人は仕事につけないということもあって、地方創生の中で、この海外で一生懸命やってき

た、海外の中の小さな村、町の地域の再生に使ってきたこの力をぜひ日本でということを全国町

村会を通じて依頼もあったことも確かでございます。その中で特につながりもありましたし、前

町長の坂本町長も非常にその関係の中でつながりをつくってこられました。したがいまして、Ｊ

ＯＣＡはもともとそういう福祉とは違った世界ですけれども、そういう資源を持った人たち、そ

ういう資質を持った人たちがたくさんおられることも事実でございます。ＪＯＣＡはこの佛子園

のスタイルをもらうことで成功事例をつくってこようということで、今、先ほど申しました輪島

の中でやっていくのが第１号です。

私たちは、福祉をするからということで補助をするのではなくて、このＪＯＣＡ自体がまちづ

くりに参画したいという意思を持っています。例えばスポーツジム等も輪島もたしかやってると

思いますけれども、一番スポーツジムが今にぎわいで成功事例にあると言ってますけれども、残

念ながら南部町の中ではスポｎｅｔがありますので、それはやはりできない。いわゆる海外に行

って、その地域の中で今ある産業を壊してまで日本が協力協会、協力隊として生きていくわけに

ならないので、そういうノウハウというのは非常にいいものがあるというぐあいに私は思ってま

す。ここにあるものを壊さずに新たにこの地域の中で創生していく、まさに一緒に力を組んでい

くペアとしては非常にいいペアだなというぐあいに思っています。

そういう中でＪＯＣＡがやりますけど、ＪＯＣＡの中には福祉法人を持ってるんだったと思い

ます。正確なことはまた後で調べてお話ししなくちゃいけませんけれども、ＪＯＣＡは福祉法人

でありませんけれども、その中で福祉法人がなければこの運営できませんので、そういうものを

つくるのか、もう既に持ってるのか、そういうぐあいになってると思います。

隊員を中心にしながら、日本中の賛同する皆さんを集めながら、そういう福祉を中心にやって
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いくというもんでございまして、その町を一緒につくっていくんだというところに私どもは手を

一緒に携えながらやっていこうという気持ちでおります。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとります。再開は２時４５分にします。

午後２時３１分休憩

午後２時４５分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

先ほど、議案第１９号、真壁議員の質問に対し、町長のほうが追加の答弁をしたいという旨の

申し出がありましたので、許可をいたします。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。先ほど真壁議員に私がＪＯＣＡを紹介していただい

たのは全国町村会というぐあいに申しましたけども、今冷静にこうやって考えてみますと、全国

町村会でありませんで、福祉自治体ユニットだったと思います。福祉を推進するその組織に、ぜ

ひともＪＩＣＡの経験のあるＯＢ団体のＪＯＣＡを有効に利用してほしいというぐあいに紹介さ

れたということを思い出しましたので、訂正させていただきます。

○議長（秦 伊知郎君） 訂正をしておいていただきますようによろしくお願いいたします。

次、行きます。

議案第２０号、平成３０年度南部町国民健康保険事業特別会計予算、質疑ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 詳しいことは委員会で聞いて、１点だけ町長にお聞きしておきま

す。

今回、今年度から、３０年度から県に移行して、県が納付金と標準保険料額というのを出して

きていますよね。新聞でも公表されましたが、先日、担当者のほうから資料を配っていただきま

した。

町長にお聞きしたいのは、新聞見て多くの住民は、南部町は保険税は上がらんわなと、こう言

っているんですよ。あれを見る限りでは、所得水準なり医療費の水準とか見て金額が出たんです

けども、町とすればその保険料、保険税をどういうふうな考え方で決めようというふうに思って

るわけですか、町長は。
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○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。この議会が終わった後に運協等がございますので、そこで皆

さんの御意見を伺いながら進めることになろうと思いますが、基本的には今真壁議員が言われた

ように、できるだけ上げる必要はないような状況になってきてます。

しかし、これはほんの、今国費を、たくさんの国費が今入っていますので、そのことは可能で

すけども、少し長いスパンで見れば非常に厳しいなというぐあいにも考えています。できるだけ

基金を積めるときにきちんと積みながら、安定した保険運用をしていきたいというぐあいに思っ

ています。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） この担当課が出してくれた資料では、南部町は県内で医療費指数

順位が７番目ですよね。そうなってて、いわゆる保険料納付金額が３億幾らって、３億２１０万

５５３円という数が出ています。それで、標準保険料に必要な保険料総額を出してきて、保険料

で集めるべき１人当たりの金額が１０万６，１１３円という数字が出ていて、それが１人当たり

では、県内では１０番目という資料を私たちに出していただいたんですよ。この数が恐らく新聞

に出たと思うんですけども、若干下がっている金額だったんじゃないかと思うんです、もし一緒

だったとすればね。

私は、本会議で町長にお願いして答弁を聞いておきたいのは、３０年度から県がこの国保を責

任持ってすると、町村と一緒になってするというんですけどね。町長のほうには、県がそしたら、

どのような支援をすると聞いてらっしゃいますか。少なくとも束ねて全体を一本にしてするとい

うのであれば、国費も入るし、県費も入るのが当然だと思いますが、これまで市町村国保という

ことでいえば、鳥取県は全国の都道府県の中で、市町村の国保に支援をしていない十幾つかの県

のうちの一つだったんですよ。とすれば、今の県民所得や町民所得から見た場合、集めるべき１

人当たりの、１人当たりですからね、１０万を超したらなかなか大変な金額になるんですよ。私

たちは引き下げるために、町村で一般財源入れてでも引き下げてほしいと言ってるんですけども、

このように鳥取県民所得が高くないところでこういうふうな数字で出てきた段階で、鳥取県につ

いても全体にですよ、全市町村に向けての県からの補助金制度というのは考えないかということ

を言ってほしいと思うんですけども、町長、どうお考えですか。しますって。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。詳しい数字はここで私もわかりませんけども、３，

０００億を超えるお金が全国に配分され、県に配分されてますので、それ相応の県は責任を持っ
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て運営していただけるんじゃないかとは思っています。

ただ、鳥取県の場合にはまだ一本化ができていません。配分、徴収方法についても市や町村に

まだ差があるような状況で、まだまだ完成された制度にはまだなっていないだろうと思っていま

す。今後も注目しながら県のリーダーシップをお願いしたいと、このように思ってるところです。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第２１号、平成３０年度南部町後期高齢者医療特別会計予算、質疑ありますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第２２号、平成３０年度南部町墓苑事業特別会計予算、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第２３号、平成３０年度南部町住宅資金貸付事業特別会計予算、ありませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 第２３号の住宅資金貸付事業特別会計のところで１点質疑と教え

てほしいこと。

私は今、この会計の６ページのところのいわゆる残高を見ておりまして、あと２５９万７，０

００円返せばいいという数字はわかるんですけれども、これは起債した分について、この特別会

計でお金返してきたよという分ですよね。いわゆる今までの収入未済額というのは予算には出な

いんですけども、この時点で収入未済額というのは幾らになってるわけですか。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、委員会のほうでも結構です。

休憩します。

午後２時５２分休憩

午後３時０１分再開

○議長（秦 伊知郎君） じゃあ、再開します。

税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長です。真壁議員の質問にお答えします。

現在、滞納額ですけども、ちょっと元利分けることができないので、８，８９２万３，１０４
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円が現在の滞納額です。それでこれが３０年度の予算ですので、プラスこの８２万２，０００円

も滞納に回っていくというふうに思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 課長、御足労かけました。

町長、聞かれたと思いますが、収入未済、滞納、８，８９２万３，１０４円あります。この調

書を見る限り、６ページを見る限りでは、返済金額見とったらあと３回ぐらいで終わるんですよ

ね。その後、この特別会計というのも閉じてしまうことになるのではないかと思うんですけども、

これはどんなふうにしようというふうに今のところ考えてるわけですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。あと３回だなというぐあいに私もここで見ましたけ

れども、今後の取り組み方、それから滞納額のあり方、これはこれまでも町長の悩みを皆さんも

共有してますんで、今後じっくり方向を探りたいと思います。あくまでも私は、この国の政策の

問題ですので、そのことを常に言い続けんといけんなと、このように思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 真壁議員、よろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（秦 伊知郎君） では、次、行きます。

議案第２４号、平成３０年度南部町農業集落排水事業特別会計予算、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次に行きます。

議案第２５号、平成３０年度南部町浄化槽整備事業特別会計予算、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 議案第２６号、平成３０年度南部町公共下水道事業特別会計予算、質疑

ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 議案第２７号、平成３０年度南部町太陽光発電事業特別会計予算、質疑

ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 議案第２８号、平成３０年度南部町水道事業会計予算、質疑ありません

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（秦 伊知郎君） 議案第２９号、平成３０年度南部町病院事業会計予算、質疑ありません

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 議案第３０号、平成３０年度南部町在宅生活支援事業会計予算、質疑あ

りませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 議案第３１号、公の施設の指定管理者の指定について、これは特産セン

ター野の花です。

１０番、細田元教君。

○議員（10番 細田 元教君） 済みません、１つだけを。中身、資料見させていただきましたら、

野の花でしたが。

○議長（秦 伊知郎君） 野の花です。

○議員（10番 細田 元教君） これ、青年海外協力協会ＪＯＣＡと日本カーセンシング株式会社、

大体同じような感じだったんですね、中身見たら。このＪＯＣＡは大体今わかりますけど、日本

カーセンシング株式会社というのは、差し支えなければどのような法人か会社か教えていただけ

ますか。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。日本カーセンシングという方は、鶴田の方が起業さ

れている会社でございます。（「何」と呼ぶ者あり）鶴田の方が起業されている会社でございま

す。（「了解」と呼ぶ者あり）

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 今回、野の花が公の施設の指定管理をするということになった提

案なんです。

野の花については、前回の全員協議会で町長が、なかなか経営が大変で、いわゆる資本金まで

手を出していく状況なので、新しい何らかの方法を検討したいということが全員協議会で話され

てきたんですよ。議会としてはそういうふうに、次どういくのかなというふうに思ってたら、も

う指定管理制度に公募に出して、２社あったところでＪＯＣＡにということになったということ

なんですけども、これはこれまで花回廊ができて溝口も含め取り組んできていて、なかなか大変

だったと思うんですけども、公のところがお金を出して援助してきたわけですよ。なかなかうま
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くいかない。何らかの形で経営改善してもうまくいかなかったという経過があるわけですね。つ

いては、指定管理に出したらうまいこといくんだろうということで出されたというふうに思うん

ですけども、町とすれば今まで取り組んできた中で、どのような課題があって今回指定管理に出

すことが適切だと思ったということが、私は説明が要ると思うんですよ。それについて何らか資

料があるというのであれば委員会に出していただければありがたいし、もしなければ、口頭で言

う内容ではないと思うんですけれども、これまでの取り組みを、どういうところがいけなくて今

回指定管理に出したのかというところを、町としての意見を聞いておきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。野の花についてなんですが、これまでも南部・伯耆

株式会社ということで設立以来ずっと管理をしてもらってまして、指定管理でございました。

建物の性質上、こちらの特産品の物販及び地域農業、地域観光、地域商業の振興という目的の

ためには、直営という経営はちょっとそぐわないものということで考えております。

これまでの取り組みの何がいけなかったのかというところは、個別には申し上げにくいとこな

んですが、そういう取り組みを反省しながらでも、また新しい今回指定管理者の提案によって、

またそういう目的に沿った運営ができるものというぐあいに考えております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 先ほどの課長の説明で、こちらの言い方がちょっと適切でなかっ

たかもしれませんね。指定管理に出してたんだけど、その株式会社じゃなくて次のＪＯＣＡに指

定管理をかわるという、指定管理だけでいったらそうなるということですよね。

ここで私が聞きたかったのは、野の花を今まで運営してきたあの株式会社というのは、伯耆町

と南部町がお金出してたわけですよね。その会社がなかなか立ち行かなくなったというの、これ

も町がお金出しとったんだから責任あるわけですよね。そこの清算とかということについてはど

うなるわけですか。

それと、そこでの責任ってどうだったんです。これから課題を明らかにしてというんですけど

も、やってきたのは今まで、株式会社だといってもお金出してきたし、町に責任があるのではな

いかと思うんですよね。これまでと同じようですか。やっぱりやる方々がどう工夫するかという

スタンスだということなんでしょうか。町のどのような問題が課題として残って、今度、新しく

ＪＯＣＡに出していくに当たって、町はこの野の花について今までと違った考え方をしていくと

いうようなことなんでしょうか。それとも、人がかわったからよくなるんじゃないかというふう

に見てるということですか。そのことと、株式会社つくってたその清算について、町はどのよう
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にしていくのかということを聞いておきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。野の花の概要は、先ほど産業課長が申し上げましたとおりで、

両町と農協と両町の商工会が出資をした株式会社です。

一番最初は、大変１００万人を超えるフラワーパークへの入場者があったために、大変いい売

り上げがありましたけれども、残念ながら平成１２年の地震以降、急激に売り上げが落ちてきた

というのが現実でございます。

その中で、一番最初、町が出資しました理念として、ここに観光と農業と、さらには商業と、

その起爆剤にしていくんだという目的が少しずつ薄れてきてるというのが現実です。とはいいま

しても、まだ３０万人からの人が来ますので、一番の課題は、人が来るときに売るものがないと

いうのが一番の課題だと思っています。人が来る４月、５月、一番花笑う時期、たくさんの人が

来ますけど、このときに残念ながら売るものがない。生産者協議会に私も出まして、５月の連休

に農作物をつくってくださいと。そのための農業の指導であったり、そういうものは幾らでも行

政のほうからでも県にお願いしますので、ぜひそこでつくってくださいというお願いもいたしま

した。

また、加工品もなかなか前に進んでいかない現状があります。南部町の、先ほども触れました

フルーツの加工であったり、農産物の加工であったり、そういうものをやりながら、生産は１カ

月であってもそれを１２カ月売り続けられるようなものに育っていってないことが、一つ大きな

課題だろうと思ってます。

今回、指定管理にしてそれが全て解決するというわけではないでしょうけれども、町としては

将来的に、ここのあり方を一番原点に戻って、農業や観光や商業、そのために、地域のために役

に立つ、そういう施設にぜひともしたいと、こういう願いを持って今回取り組んでるところでご

ざいます。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。

５番、白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） ＪＯＣＡさんということで、この野の花は我が町の特産品の販売

と振興に寄与する施設ということですが、ＪＯＣＡさんが落とされたということです。

このＪＯＣＡさんの経営戦略の特徴というものがあったら教えていただきたいなと。今回、Ｊ

ＯＣＡさんに決まった主なところはどんなところなのかというところを教えていただきたいと思

います。
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○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、答えますか。（「審査式です」と呼ぶ者あり）

総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。ＪＯＣＡさんの特色といいますと、いわゆる全国的

な組織ですので、いろんなネットワークがあります。そのネットワークを生かした経営戦略がで

きるものと思っております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 白川議員、よろしいですか。

１２番、亀尾共三君。

○議員（12番 亀尾 共三君） 今度、指定管理になったところで聞くんですけども、位置づけで

すね、今までは両町、南部、それから伯耆、そしてＪＡ参加で、観光協会もだったですけども、

ここ見ますと１のところに南部町地域物産販売云々センターということになってるんですけども、

そうすると先ほど町長であったら、一番入場者が多いときに出すものがなかったということなん

ですけども、以前、伯耆町も参加のときはそれなりに位置づけがあったと思うんですけど、今度、

南部町だけということになってくると、そうすると総務課長では、全国展開してるんだと、ＪＯ

ＣＡというのはいうんですけども、そこら辺でますます窮屈になるんじゃないか、南部町だけで

いくと。ということなんですけども、私も見ましたけども、指定管理料が３年間で１年、２年、

３年と上がるならいいけど、金額が下がっていくわけなんですね。非常に経営も大変だと思うん

ですけど、本当にこれが発展展開するというように町のほうで見込まれておられるでしょうか。

それと、一つは、ＪＯＣＡの人が、失礼な言い方かもしれんけど、やってみたけどなかなかう

まくいかんと。撤退したいいうようなことになった場合も、ずっともう将来も、ここは閉鎖をす

るんだなくて続けていくんだという、そういう考えでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。販売協議会の皆様にはまだ伯耆町の方々もおられま

す。どちらかというと伯耆町が少し多いのかもしれません。そういうその販売協議会が農産物の

横で売られる。

主に中心で私たちが今ＪＯＣＡにお任せしたいというのは右側のほうの喫茶コーナーだとかあ

っちのほうなんですけども、一番最初に申し上げましたように、農業や商業や観光としてこれは

立ち行かなくなったときには、これはもう廃止しかないというぐあいに思っています。ただ、何

の努力もせずにそういうわけになりませんので、今指定管理かけながら民間のノウハウやそうい

うものを使ってもう一度挑戦してみようと、こう思ってるところです。ぜひ期待したいと思って

ます。
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○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ８番、板井です。先ほどから販売協議会の話、町長るるおっしゃ

っていただいておりまして、私も総会のときに一緒に参加させてもらった中で、同じ考えをしっ

かりと話をされたことを私も思い出したところですけれど、私、そのときに協議会の会員の一人

の立場として、今の売っている場所ですね、場所はどうしようもないんですけど、今の状況は非

常に野ざらしのような感じで、お客さんが見ても決して清潔感がないというような話をさせても

らって、若干期待してたんですけれど、全くその辺の予算がついていないということもあると思

うんですけど、整備については管理を受けようとしているＪＯＣＡがやるべきものかもしれませ

んけど、やはり大きな改修とか、お願いをするに当たって、やはりそういったところの施設の何

といいますか、整備、町民体育館を受けるスポｎｅｔに渡すときも、第一体育館もきれいにして

いただきました。そういったことも含めてそういう考えはなかったのかなというふうに思ってる

んですけど、どうなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。確かにその御意見があったのは覚えておりますし、今でも忘

れたわけではありません。ただ、まだ株式会社は解散をしていませんで、皆さんとこの解散のお

金の始末をどのようにつけるのか、町長としましてはできるだけ残ったお金というのは当初の目

的で出資いただいたので、ここに投下していただきたいということを交渉のテーブルにつけたい

と思ってますけれども、まずそこがスタートだろうと思ってます。

将来のことは、また将来考えればと思っていますけれども、ただ、一方では直売所側の運営形

態をどういうぐあいにするのか、今のその組織、販売協議会が実際にそこでどういう立場でどう

やっていただくのかということは、これからまた大事になってこようと思ってます。販売協議会

に対して、では町としては販売協議会に補助をするのか、または指定管理を受けるＪＯＣＡに運

営を補助するのかでまた考え方はまた変わってきますので、そういうこれから先々のあり方につ

いても、やはりこの解散をした後、また協議が必要だろうと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 板井です。この間の総会のときに、今持ってる物産、販売協議会

の会計をどうしようかということも出てましたけれど、そのまま続けていこう、どこが受けるに

しても販売協議会は続けていこうということで最終的に決まったというふうに思っております。

前向きな話をいただいたというふうに捉えさせていただいて、ぜひともＪＯＣＡのほうも、また
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物産協議会のほうも、やりやすい形での施設の整備も含めてお願いをしたいと思います。よろし

くお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 次、行きます。

議案第３２号、公の施設の指定管理者の指定について、これはめぐみの里であります。質疑あ

りませんか。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） めぐみの里の施設の指定管理についてです。このめぐみの里が平

成３０年から指定管理になるということです。

これまでにも住民から上がっていた声は、なかなかあっこの鍵がＪＡに置いていなくて、近く

にお世話になってて、とりに行くことの問題、それから年末ですね、お餅つきをする年末とかも

条例に基づいてということでなかなか使えないというところから、使えるようにしてほしいとい

う問題とか、整備、壊れた鍵を直してほしいとかいろいろありました。年末にも水が物すごい噴

いていたりして、なかなか管理が大変だなと思ったんですけども、この指定管理をすることによ

ってここがどんなふうに変わるわけですか。

南部町は米子等から見ても、南部町でつくるおみそがすごくよくて、加工品ですよね、そうい

うことにぜひ力入れてほしいという声とかも結構聞いているんですね。つくっている方もいらっ

しゃる。心配しているのは、フリーズドライって機械買ってどこに置くんだろうかというような

ことも、今まで使ってる方も言ってるわけですね。

それで、町の基本的な考え方としてＪＯＣＡに指定管理をしていくけれども、ここの運営につ

いてこれまで来てた、町の職員だった指導なさってきた方、それもどうなるのか。もうやめるん

だというような話も聞いたんですけれども、住民から見たら、一緒にこうやってきてて、そうい

う維持というのは考えないのかという点について、どのようにお考えなんでしょうか。

私たち、今回の予算見た率直な意見は、要は野の花とめぐみの里の１，０００万近くのお金を

ＪＯＣＡに持っていくわけだ。ＪＯＣＡが、人が来るから仕事がなかったらいけんわけですよ。

悪気で言ってるん違うんですよ。そこに仕事をつくっていくということになるんだけども、みそ

づくりのノウハウは誰持ってきたかって、それは住民とかいますよね。その方々を有効にしてい

くというような計画なんでしょうか。それとも、そこが新たなものをつくる拠点としてそこを使

って、ＪＯＣＡを中心に使っていくというふうな考え方なんでしょうか。町としてはこのめぐみ
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の里の今後の運営というのをどういうふうに考えてるわけですか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。この施設の基本的な利用方法や設備、あるいは料金

等につきましては、これまでと同様に使っていただくというものでございます。

今言われましたように、鍵の問題ですとかいうものがございますんで、今のところは施設のほ

うにおられるということで予定をしておりますんで、鍵の問題は今より使い勝手がよくなるとい

うぐあいに考えております。

みそづくり等の指導関係もこちらの方でやっていただけるということを伺っておりまして、そ

ういう職員の配置ということで考えておられます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） わかりました。使ってる住民に対して、これまで使ってる人につ

いては従来どおり使って、決して不便じゃないどころか常駐する人がいることになるので、今ま

でより便利になるのではないかという点があるのではないかという点ですね。もしかしたら使用

する日にちについても、条例に書いてあるからそのとおりしないといけないということは変更可

能なのかなということも検討課題としてあるのかなということを感じたということを言っておき

ます。

ところで、町長、先ほどみそづくりなんかとか豆腐もそこの方々がやってくれると、ＪＯＣＡ

の方がやってくれるというそうなんですけれども、町は非常勤かもしれませんが、これまできち

っとこういう指導員の方々がちゃんと置かれて住民と一緒にやってきたわけですよね。

町長がよく言ってる、農業に付加価値をつけて、農産物に付加価値をつけて町から発信してい

くということになれば、付加価値をつける段階で、研究段階ではなかなか商品にならないからお

金にならんのですよ。そういうところこそ本当に公がするというのであれば、町がそこにお金を

かけてやるというのわかるんですけども、ここをこういう加工所とか野の花をＪＯＣＡとかに指

定管理とか町が直接の運営なくしていくというのは、私は、町が本気で次の６次産業もあります

けれども、結局は民間の資本といいますが、今町で抱えてる指導員すらも、じゃなくて、ほかの

人やってもらうんだというやり方が、本当にそれで南部町のこのめぐみの里つくった大豆加工と

かそういうことを中心にしたことが今後広まるとお考えでしょうか。ここにフリーズドライとか

入れていくわけでしょう。要はＪＯＣＡの方々に居ついてくれてるためにするということになる

と思いませんか。そのことが本当に町の農業とか今後ですよ、今回の豆腐が売れなくなったのか

って、大豆が高くなっちゃって採算が合わなくなったからでしょう。もっと民間のほうが大変で
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すよ、そういう事態になれば。とすれば、町が何らかの形でそれを支援していくという姿勢を持

たない限り、どのようなところが来ても、それこそ神様の、神の手じゃないけれども、そういう

ものなければ運営がスムーズにいくと考えにくいんですよ。

これ見る限り、１，０００万があるから野の花とここで何人か人を配置するんだと思いますが、

言ってみれば職員のお金がここに行ったのかもしれませんが、めぐみの里だけについていえば、

指定管理するほうがお金かかってきますよ。そういうことになるわけですよね。とすれば、町に

ぜひ示してほしい。委員会でも結構です、示してほしいのは、めぐみの里を指定管理することに

よって、本来の目的と、町の農業を中心にやっていって加工品をつくっていこうというところに、

町のどのような計画とＪＯＣＡが合致してそれをしようとしているのかというのぜひ委員会でお

聞きしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

町長、先ほどの指摘についてどのようにお考えでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。えぷろんとめぐみの里と、２つのこうやって農産物加工所が

あります。

えぷろんのほうは既にもう指定管理していただいて、中で加工をし、その地域の責任で販売を

してます。いわゆる中で生産者、南部町というわけでないわけです。

しかし、一方で阿賀のめぐみの里のほうは、製造責任者は南部町になってるわけです。これが

やはり簡単なようで非常に難しい問題でして、今のこの厳しい生産品の安全管理や衛生管理の中

で、南部町長、私としても心配でいけないところもあります。本来、やはり製造責任として、そ

れをきちんとやはりつくるようなシステムがないと、安易に６次化をしながら外にどんどん売っ

ていくというそのスタイルは少し心配があるなと思っています。製造責任は常に問われますんで、

特に食べ物についてはより消費者の目は厳しいと、このように思っています。

その中で、残念ながら長年非常に人気だっためぐみ豆腐がなくなってしまいました。今言われ

ましたように、大豆の高騰が原因だということですので、それを復元をするというわけではあり

ませんけれども、当初のこの設置基準にあります農産物の加工の技術習得という場なわけですか

ら、そういう意味合いではやはりこれまでどおり、またはこれまで以上に技術習得の場として提

供していかなくちゃいけないと思ってます。

南部町内にはイチゴの農家であったりイチジクの農家、柿、ブドウ、そういうものに対してさ

らに付加価値を出すために、一つの試験的な導入としてフリーズドライを導入しようと思ってま

す。一農家では非常に高価なものですし、それをいって一か八かみたいなことはできないわけで

－８６－



して、それを使いながらイチゴの加工や柿の加工やそういうことを試して、これであれば一つ商

売になるな、生産は１カ月であっても１年間を通じて全国に売っていけるなと、こういうものを

１品でもつくっていきたいと、これが一つの願いでございます。

真壁議員が言われましたように、今、技術をしたい、みそをつくりたいという方々の期待にも

応えながら、もう一つ目的があります６次加工というものをちゃんとしながら、農業のきちんと

した支えになる、そういうものを一つでもつくっていきたい、この２つの目的のために今回指定

管理をいたしました。ぜひ成功したいと思ってるところでございます。

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 町長のお考え方、わかりました。

再度、そしたら人事のことだから聞くんですけれども、今まで産業課に非常勤職員で指導員が

いました。今もいます。その方、ということは町はもう直接指定管理出すので、町としてはこの

ように技術指導するというような指導員については採用しないということになるわけですか。今

そんなふうにとれて聞いています。今まで非常勤職員としてしてた分は、言ってみれば、この２

つに出す委託料の中に出すＪＯＣＡの１，０００万ですよね。その中にその人件費にかわるもの

を入れていくようになるというふうに解釈していますが、それでいいんですか。そういうことで

すね。ということは、町とすればもう指導員を採用しないと、そういうことですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） ＪＯＣＡのほうにその内容についても委託するというぐあいに聞いてお

ります。（「いや、町はどうするのかと聞いてるんです。町の、町はどうするの、採用しないん

ですか。指導員、置かない」と呼ぶ者あり）町は指導員を置きません。（「置かない」と呼ぶ者

あり）町は指導員を置かない。（「置かない」と呼ぶ者あり）はい。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。（「はい、終わり」と呼ぶ者あり）

次に行きます。

議案第３３号、鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する協議について、質疑ありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

・ ・

○議長（秦 伊知郎君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

－８７－



○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といた

します。

また、来週５日は、定刻より一般質問を行う予定でありますので、御参集をお願いいたします。

きょうは、長時間御苦労さんでした。これで全て終わります。

午後３時３１分散会

－８８－


